
千葉教育
千葉の子どもたちの未来のために

新学習指導要領特集Ⅰ　～これからの英語教育～
○シリーズ　現代の教育事情

千葉大学教授　NHK ラジオ「基礎英語２」講師　西垣知佳子
文部科学省初等中等教育局国際教育課　　直山木綿子
県教育庁教育振興部指導課
流山市教育委員会

千葉市動物公園長　　石田　戢
○提　言

蓮
平成29年度

特集

千葉県総合教育センター

第６４４号　平成29年（2017）6月28日発行

No.６４４

千

葉

教

育

特
集　

新
学
習
指
導
要
領
特
集
Ⅰ　

～
こ
れ
か
ら
の
英
語
教
育
～

平
成
二
十
九
年　

蓮
（
六
四
四
）

６・７月



１　はじめに
　本園は，習志野市の東部に位置し，小学校，
中学校 , 習志野市総合教育センターがある文
教地区に建てられた幼保連携型認定こども園
である。12 年目を迎えた今年は , 園児数 235
名の幼児期の学校教育と子育て支援を担って
いる。

２　こども園の教育・保育の取組
　本園で目指しているものは ,「教育，響育，
共育，今日行く」という子どもも保育教諭も
みんなが行きたいこども園，みんなで学び合
えるこども園である。
　一人一人の子どもの心に寄り添い，子ども
の表現を理解する保育教諭がいて，子どもが
育つ，子どもがいて保育教諭が育つことを大
切にしている。
⑴夢中になって遊ぶ子どもを育む
　平成 21 年度に開催された市指定の公開研
究会での学びに「発達の道筋を捉える」があ
る。０歳児から５歳児の発達を本園の子ども
の遊びや表現，基本的生活習慣から捉えるこ
とで，適切な援助と環境構成を行い，子ども
の遊びや遊びの中の学びを支えている。
⑵健康な体を育む
　発達や運動量・遊びの質の違いを考え , 園
庭を０歳児から２歳児の子どもたちの「乳児
庭」，３歳児から５歳児の「幼児庭」という
ように二つに分けて使用している。さらに，
広さや走る距離が必要な時は隣接小学校のグ

ラウンドを計画的に使用させていただき，幼
小のつながりにもなっている。また，本園で
は，栄養教育を栄養士が担当しており，食へ
の興味や関心を持たせながら食べる楽しさや
喜びを味わい、併せてマナーを身に付ける機
会となっている。５月から６月にかけては，
地域のニンジン農家との連携で５歳児がニン
ジン掘りを行い，掘ったニンジンを子どもた
ち全員が給食やおやつで食べている。その後
は，自分たちもサツマイモや夏野菜等を栽培，
収穫し食するという体験もしている。
⑶健康な心を育む
　園内での異年齢交流，小学生との交流，中
学生，高校生の職場体験等を通して，自分に
優しくしてもらった喜びをたくさん味わって
いる。この体験からは，人に優しくしたり，
相手の思いに気付き自分の思いを抑制したり
する心が育まれる。また，散歩に出たり，地
域の行事に参加したりする機会が多く，歌や
合奏，踊りなども披露している。地域の皆様
からかけていただく声が大きな喜びや自信と
なり，いろいろな人との温かい交流は心の育
ちにつながっていく機会となっている。

３　おわりに
　平成 29 年度も，地域や保護者の皆様の御
支援に支えられ，全職員が「チーム東習志野
こども園」として，未来ある子どもたちの「生
きる力」の根っこ作りに努めていきたい。

学校自慢

 石
い し げ

毛　美
み わ

和習志野市立東習志野こども園長

保護者と地域に見守られた
安心・安全なこども園



目　次

シリーズ！　現代の教育事情　新学習指導要領特集Ⅰ～これからの英語教育～

私の教師道

活・研究　長期研究生からの報告

情報アラカルト

学校　ＮＯＷ！

◆学校自慢
　保護者と地域に見守られた安心・安全なこども園 習志野市立東習志野こども園長    石毛　美和
◆提言
　動物公園の使い方 千葉市動物公園長 石田　　  …2

　■ ｢通じる英語｣ のための ｢使える英語｣ の教育　 千葉大学教授　NHKラジオ「基礎英語２」講師  西垣知佳子 … 4
　■新時代の英語教育 文部科学省初等中等教育局国際教育課 直山木綿子 … 6
　■千葉県の英語教育の推進 県教育庁教育振興部指導課 … 8
　■未来に活躍できる子どもたちを育てるために～流山市の英語教育～  流山市教育委員会 10

　■学校を創る 学校教育目標「自己肯定感をもった生徒の育成」の実現のための組織的な取組 成田市立玉造中学校長 寒川　晃士 …12
　■学校を支える 笑顔あふれる学校に向けて～職場の協働を目指して～ 県立袖ケ浦特別支援学校教頭 冨永　裕之 …14
　■学校を動かす 学校組織の一翼を担うということ 野田市立みずき小学校教諭 石垣　幸子 …16
　■研修を生かす 研究主任として学校運営に携わる 船橋市立宮本中学校教諭 森　　貴俊 …17
　■授業を創る “いま”に目を向け，“未来”を展望する社会科授業づくり～新聞記事の活用～ 八街市立笹引小学校教諭 佐藤　一馬 …18
　■子どもを知る 教師の役割～初任で学んだこと～ 野田市立中央小学校教諭 川口　耕司 …20
　■子どもを知る 子どもたちとの関わりの中で 勝浦市立勝浦中学校教諭 玉谷　峻平 …20

　■小学校編 　小学校歴史学習における価値判断授業の可能性
 　～単元「世界に歩み出した日本」における価値判断授業の可能性～ 習志野市立藤崎小学校教諭 稗田　隆二 …21
　■小学校編 　特別支援学級と交流学級の児童相互のコミュニケーション能力を育む支援の在り方
 　～特別支援学級・交流学級・学校全体の３つの基盤作りを通して～    香取市立佐原小学校教諭 福井　浩子 …24
　■特別支援学校編 　日本の伝統音楽に親しませるための題材開発の試み
 　～小・中学校の学びの連続性を意識した箏の指導を通して～ 富山学園南房総市立富山小学校教諭  髙梨ひとみ …27

　■学校歳時記 次期教育課程の「理解・徹底」を 教育創造研究センター所長 髙階　玲治 …36
　■笑顔がいっぱい 「やさしいこころ」で「育てる生徒指導」 市川市立市川小学校教諭 吉田　　航 …38

◆千葉歴史の散歩道 
　房総半島文化財めぐり～千葉県が誇る「海の幸」文化～ 文化財課指定文化財班・文化財主事 水野　大樹

　■平成 29年度学校教育指導の指針について 県教育庁教育振興部指導課 …30
　■高等学校における「通級による指導」 県教育庁教育振興部特別支援教育課 …32
　■第 12次「千葉県体育・スポーツ推進計画」 県教育庁教育振興部体育課 …33
　■体験型校内研修ガイドブック「すぐに使える校内研修の手法とツール」 県総合教育センターカリキュラム開発部研究開発担当 …34

道 標 　新学習指導要領特集Ⅰ～これからの英語教育～
主体的に向き合い，かかわり合う「生きる力」の育

成を掲げた新学習指導要領が今年３月に告示された。
初めて，小学校高学年において，教科としての外国語
科が実施されることとなった。小学校中学年において
も外国語活動が実施され，中・高学年ともに年間 35
単位時間増（１単位 45分）となる。
  「今後の英語教育の改善・充実方策について　報告

～グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言
～」（平成 26年９月 26日）では次のように述べている。
「小学校中学年への外国語活動の導入は，英語学習に
対する動機づけや，聞き取り，発音の向上に効果があっ
たものの，その一方で小学校高学年では，抽象的な思
考力が高まる段階であるにも関わらず，外国語活動の
性質上，体系的な学習は行わないため，児童が学習内
容に物足りなさを感じていた。ただし，音声を中心に
体験的に理解を深めることは，高学年よりも中学年の

ほうが児童の発達段階により適していると考えられて
いる。」このことからも言語能力の育成には，発達段
階に応じた系統的な指導が大切だといえるだろう。
今回の改訂では，小・中・高等学校を通じて外国語

教育の充実を図ることが示され，今後，補助教材の検
証や新教材の開発が検討されていく予定である。県指
導課の調査（平成 28年 10 月）によれば、本県でも平
成 30 年度からの先行実施について，全体の７割を超
える小学校が一部実施も含め，実施すると回答してい
る。今後，外国語科の本格実施に向けて，教員一人一
人がその力量を高めていくために，どのような準備を
すればよいのであろうか。将来，国際社会で活躍する
人材を育てるために，発達段階に応じてどのような目
標を設定し，カリキュラムを編成していけばよいのか，
具体的な取組を含めて考察していきたい。



１　動物園での教育とは
⑴動物園はメディアであること
動物園は野生から動物を都市に持ち込ん
で展示する場所であり，野生と都市をつな
ぐ中間項，つまりメディアである。持ち込
まれた動物たちは普段目にすることのない
存在であって，そこに動物がいることで種
の多様性を感じ，形態や色彩を見ることで
どうしてこんな動物たちが地球上にいるの
かの不思議さを感じさせてくれる。動物園
の展示はこれまで，動物をなるべく近く，
檻や障害物などをなくし，あたかも自然の
中にいるように展示施設を進化させてき
た。これはそうしたメッセージが届くよう
にするための配慮なのである。
⑵動物園の教育上の利点と特質
生きて動いている動物たちは，それだけ
で人を惹きつけることができる。動物は魅
力的な存在であり，その一挙手一投足が動
物の情報を提示してくれている。動物園の
良さは動物と一緒の空間にいるだけで楽し
くなるということにある。この楽しいとい
う条件の中で，さまざまな活動が可能にな
り易い。知らず知らずの間にうきうきとし
てきて，学習意欲が増してくることが最大
の利点である。

２　変化する動物園と学校との関係
長い間，学校にとって動物園はもっぱら
遠足の場，即ち学校行事の場として使われ
てきた。総合的な学習の時間が設定される
頃から学校の動物園利用形態が変わってき
た。個々の生徒たちが動物園を学習のため

に訪れるようになり，また学校もそれを積
極的に勧めるようになってきている。一方，
動物園側も多様化する需要に応える体制を
整え始めてきた。千葉市動物公園はその中
でもいち早く対応を進めてきた。動物に関
するプログラムの開発，出張授業，そして
最近では国語の教科書にでてくる動物の
話，校外事業指導，学校飼育動物の飼い方，
教員のための研修などを先進的に行ってき
た。また全国的にも教育専門の職員を配置
するなど体制を整えはじめてきている。こ
うした動きが活発化したのは，わずか 10
数年前からであり，いまだに十分な体制を
とっているとはいいがたい。しかしながら，
こうした流れは徐々にではあるが , これか
らも前進していくことは間違いない。

３　動物園の使い方
動物園での教育的利用の方法は多様であ
るが，ここでは千葉市の例をとってみる。
⑴プログラムの参照
動物公園のホームページを見ると，動物
公園を利用する際に使えるプログラムが 20
例ほど提示されている。これらのプログラ
ムは各学年共通のものであり，いわば基本
型ともいうべきものである。例えば学校で
動物園学習用のワークシートを作る場合な
どに，これを参考にして作成するのに使え
る。補足的な説明が必要な場合は，動物園
に問い合わせていただけるとありがたい。
⑵職員の活用
教育活動に資する職員は多くはいない
が，最小限の要望には応えることができ
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る。一昨年から教員のＯＢに加わっても
らっているが，それ以外にも教育担当を配
置してあるので，積極的に活用してもらい
たい。特に事前踏査の段階で動物に関する
理解をしておいてもらえると，それを応用
してワークシートなどを充実することがで
きる。また事前に出張授業などを申し込ん
でいただければ，その後の来園と合わせて，
より深い理解へと誘導することができるだ
ろう。
⑶資料と標本
動物公園には動物と動物園に関する資料
が蓄積されている。図書や雑誌，最近では
標本類の収集を行ったり，事前学習用の
キットも活用できるようにしたりして，学
校などの要望に応える準備が整ってきてい
る。

４　私のお勧め学習法
⑴発見すること
動物園でのお勧めは，じっくりと観察し
て何かを発見することである。他人から
習ったことは忘れやすいが，自分で見つけ
たことは長い間記憶に残る。自分の力で何
かを発見した時の喜びは極めて大きい。発
見は自信や意欲の向上，新たな展開へとつ
なげることができる。
⑵比べてみる
発見にいたるキーワードの一つに比べる
ことがある。動物園の観察は形態で比べる
のが最もわかりやすい。例えば，サル類の
場合，樹上性のサルは一般に手が長く，上
半身が発達しているが,比較的小型である。
樹木の間を渡るに適した体になっている。
また同じ樹上性のサルであっても，テナガ
ザルとニホンザルなどでは移動の仕方が全
く異なる。ニホンザルは４本の肢で立って
移動するが，テナガザルの場合，前肢２本
で私たちが雲梯を渡るように移動する。で
はほかのサルたちはどうであろうか？
一方，地上生活するサルは，どっしりと

強い筋肉と骨格を持ち，猛獣類に対抗する
力を備えている。あるいは走るのが早い。
雄雌の違いも比較するのに好都合である。
雄と雌がはっきりと違う種は，１頭の雄と
複数の雌でファミリーを構成するが，一見
雌雄の区別がつかない種は，ペアや雑婚生
活をしている。他にも鳥を観察する場合だ
と，くちばしの型で比較するとわかりやす
い。蜜を吸う鳥，木の間にいる虫を食べる
鳥，鋭いくちばしと爪で哺乳類などを襲う
鳥，大きな魚を一飲みにするペリカンなど。
一種類だけ見ていてもわかりにくいが，他
の種と比べると違いが見えてくる。暮らし
ていく自然環境や襲ってくる敵に応じて体
の形などが違う。
⑶特徴の枚挙
動物の特徴をできるだけ多く指摘させる
ことである。キリンであれば，首が長いか
ら始まって，舌も長い，目が大きい，まつ
げが長い，角があるなどなど。そのような
ことをしながら，次の段階では他の動物と
比べてみる。
ただ観察するだけではなかなか何かに気
づき，発見につなげることは難しいかもし
れない。その場合何らかのヒントが必要に
なる。どの程度までヒントをだせばいいか
は学校での学習の進度にかかわると思われ
る。
以上述べたことでも分かるだろうが，教
員側でも何らかの工夫をしてもらいたい。
子どもたちの個別的な発達段階は動物園サ
イドでは把握困難である。そのためには，
事前での動物たちへの理解があるといい。
千葉市動物公園では夏休みに教員向けのセ
ミナー（＝研修）を実施している。こうし
た制度を活用して，動物園の利用法を考え
てほしい。私たちは子どもたちが目を輝か
せて，“見つけたぞ”と叫んでもらいたい
のだ。



日本の子どもたちは，「英語をたくさん話
すこと」は大切だと思い ,「ペラペラと英語
が話せたらかっこいい」という夢を抱いてい
る。こうした子どもたちの夢をどのようにし
たら，かなえてあげることができるだろう。
本稿ではその夢を実現させる ｢通じる英語｣
のための ｢使える英語｣ の教育について考察
する。

１　英語教育の世界的な潮流
次期学習指導要領が平成 29 年（2017）３

月に公示された。外国語は，注目される教科
の一つで，外国語活動が小学３年生から開始
され年間 35 単位時間，また小学５年生から
は外国語が教科として年間 70 単位時間実施
される。こうした英語教育の早期化と教科化
は世界的な流れであり，例えば韓国では，日
本よりも 20 年以上早く，平成９年（1997）
に初等学校で英語が必修教科として導入され
た。中国では，平成 13 年（2001）に小学校
での必修化を発表し，段階的に都市部から導
入が始まった。台湾では，平成 13 年（2001）
に国民小学５年生から必修教科として導入さ
れ，地域によって異なるものの，平成 17 年
（2005）には３年生からのスタートとなり，
台北市では１年生から始まっている。

２　日本人の英語力
日本人の英語力はどのようであるか現状を

概観する。まず，世界で最も広く受け入れら
れている英語能力試験の一つであるTOEFL 
iBT の結果（2016 年）を見てみよう。テス
ト受験者の事情は国によって異なるため，単

純に比較はできないものの，データが公表さ
れているアジア 32 カ国中，日本はカンボジ
アと同順位で，最下位から４番目に位置して
いる。
また平成 28 年度「英語教育実施状況調査」

（文部科学省）の結果では，高校３年生のう
ち , 英検準２級（高校中級程度レベル）以上
を取得または相当の英語力を有する生徒の割
合は 36.4％，中学３年生のうち , 英検３級（中
学校卒業程度レベル）以上を取得または相当
の英語力を有する生徒の割合は 36.1％であっ
た。

３　国際共通語としての英語
日本人が身に付けるべき英語力とはどのよ

うなものであろう。国際化が進展する今日，
英語は国際共通語の役割を果たすようになっ
た。そのため母語話者と非母語話者の間より
も，非母語話者と非母語話者の間で使われる
場合のほうが圧倒的に多い。こうして世界中
に英語話者が広がった結果，インド英語，シ
ンガポール英語，タイ英語などが生まれ，英
語は多様化した。そして日本人の話す「ニホ
ン英語」もその一部となっている。
従前は，英米人の英語に近づくことを英語

教育の目標としてきたため，それから外れる
英語は「間違った英語」とされていた。しか
し，国際共通語の視点に立つと，英米人の英
語から外れることを恐れる「ネイティブ崇拝
主義」の英語観はあらためる必要があろう。
国際共通語としての英語で目指すのは英米

人の英語ではなく，「通じる (intelligible) 英
語」である。国際コミュニケーションの場面
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では，相手はあなたの英語や発音を聞くので
はない。聞きたいのは話の中身である。
４　英語力を伸ばすヒント
現代社会のキーワードの一つに「グローバ

ル人材育成」がある。「国際舞台で活躍する
グローバルリーダー育成」も重要であるが，
一般の教室では，それを「地球市民育成」と
捉えてはどうだろうか。すなわち，日本で暮
らそうと，海外で暮らそうと，日本語を使お
うと，外国語を使おうと，自分の信念・意見
を持ちつつ，自分と違う他者を認め，意見の
違いを調整しながら課題を解決できる力を備
えた「地球市民」を育てるのである。「自分
のことば」を使って自分で思考し，判断し，
表現できる力を子どもたちに与えたい。
そのためにまず，母語をしっかり身に付け

た上で , 世界の人々とコミュニケーションす
るための国際共通語として使い勝手のいい英
語を学習する。そして，海外旅行や日常会話
レベル，海外勤務レベル，専門職レベル，高
度な折衝・交渉ができるレベルなど，個々の
学習者の目標やニーズにあわせて，英語力を
高めていく。

５　英語教育における課題と対策
現在の英語教育で解決すべき課題のうち，

(1) 英語を使う機会が少ないこと，(2) 「テス
トの英語」と「使える英語」のギャップ，に
ついて考える。
⑴英語を使う機会が少ないこと
日本の英語教育はこれまで，先進諸国の進

んだ知見を手に入れる，入試に合格する，と
いった特定の目標に対しては成果を上げてき
た。そこで，これまできちんと教えてきた英
語を実用レベルにするために，授業の中では
できるだけ英語を使う場面を設ける。次期学
習指導要領では，現行の高等学校に続いて，
中学校でも「授業は英語を使って行うことを
基本とする」ことが示された。
⑵「テストの英語」と「使える英語」の
ギャップ
従前の英語学習は , テストや入試のための

学習と実用のための学習が分断されていた。

教室では，「英語学習者」を育てるが，その
後必要があれば自発的にトレーニングを積ん
で「英語使用者」へと自分で育つという構図
であった。今後は「英語を使いながら学ぶ」
という考えに立ち，「英語学習者＝英語使用
者」という図式が成立する英語授業を組み立
てることになる。
以上の (1) と (2) を踏まえ，実際の授業では

「英語を使って何ができるようになるか」と
いう到達目標を掲げて実際に近い場面を設定
し，コミュニケーション活動を行っていく。
例えば，中学１年生で現在進行形を学習する
場合，「今している最中のことを言うことが
できる」という到達目標を置き，それを達成
するコミュニケーションツールとして「be
＋動詞の ing 形」の現在進行形の形を身に付
ける。
実際の言語使用では，どういう場面で現在

進行形が必要かと言うと，眼前で起こってい
ることを一緒にいる人に実況中継することは
ない。その場にいない人，例えば電話口の相
手に “I'm watching TV now.”「今，テレビ
を見ているんだ」と伝えたり，あるいは手伝
いを頼まれて，”I’m studying now.”と言っ
て断わったりするようなときに使う。このよ
うに使用場面を具体的に設定してコミュニ
ケーション活動を具体的に行っていく。

６　最後に
国際化が進む日本において，英語はもは

や foreign language（よその国のことば）で
はない。英語は日本人と世界をつなぐ，大切
なmy languageである。そして英語という，
もうひとつのことばを「自分のもの」として
手に入れることは language ownership（こ
とばの所有権）を獲得することに他ならない。
そして先生方には，英語を使うことを楽し

んでいただきたい。特に小学校の先生には，
先生ご自身が自信をもってmy English を使
い，英語使用者のロールモデルを子どもたち
に示していただきたいと思う。
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１　はじめに　
　平成 29 年３月末に告示された小学校学習
指導要領では，中学年に外国語活動，高学
年に外国語が導入された。現行学習指導要
領で導入された高学年外国語活動から大きく
小学校外国語教育は変わろうとしている。外
国語活動の指導にやっと慣れてきたという小
学校の先生が多い中，この大きな改革は，先
生方に不安感をもたらせていることと思う。そ
こで，本稿では，新小学校学習指導要領に
おける外国語教育について，何が変わり，何
が変わらないのかについて述べることにする。
ただし，誌面に限りがあるため，外国語活動
及び，外国語の目標や内容等については，新
学習指導要領で御確認をいただきたい。　

２　外国語活動と外国語の大きな相違点
　現行学習指導要領における高学年の外国
語活動は，「外国語を通じて，言語や文化に
ついて体験的に理解を深め，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図
り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し
ませながら，コミュニケーション能力の素地を
養う」ことが目標である。すなわち，音声中
心で活動が進められ，扱われる語彙や表現の
定着を第一のねらいにするのではなく，慣れ
親しみである。
　一方，新学習指導要領における外国語は，
聞く・話すに加えて，読む・書く活動も加わり，
実際のコミュニケーションにおいて活用できる
基礎的な技能を身に付けることが求められる。

「聞く・話す」については、慣れ親しみではな
くなり、中学年で十分慣れ親しんだ語彙や
表現に新しく加えられた語彙や表現も含めて，
何度も繰り返し触れながら，さらに，音声で
十分に慣れ親しんだ語彙や表現について「読
む」「書く」活動も加えて，学習内容の定着
が求められることになる。
　外国語では，定着が求められることから，
指導者にはその専門性がより求められること
になる。現行の外国語活動では，指導計画
の作成や授業の実施については学級担任の教
員又は外国語活動を担当する教員が行うこと
が求められているが，授業設計や実施に加え，
学級担任などの指導者には，外国語学習の
モデルとしての役割や，ALT 等の外部人材と
児童をつなぐ役割が求めらる。一方，外国語
の指導に当たっては，これらに加え外国語の
指導という専門性が求められると同時に，外
国語学習の性質から，児童が外国語に触れ
る機会をより多く設定することや，実際に外国
語を使ったコミュニケーションを体験させるこ
とが大切であるため，指導者には小学校で外
国語の授業を指導する外国語力，英語力が
求められることになる。

３　外国語活動と外国語の共通点
　1のように，その目標に大きな違いはあるが，
外国語活動と外国語で変わらないこと，共通
すること，どちらでも大切にされなければなら
ないことがある。それは，コミュニケーション
を図る態度の育成を目指すこと，文法事項の

直
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説明などをするのではなく，児童が活動を通
して自ら気付くよう指導すること，そして音声
中心であることである。
　新学習指導要領では，小・中学校を通じて，
学校卒業以降も自身がおかれた立場で外国語
の更なる力が求められた場合，自ら外国語の
学習をし，更に外国語の力を身に付ける自立
した学習者の育成を目指している。そのため
にも，学習者が外国語でコミュニケーションを
図る態度の育成が欠かせない。先述したよう
に，外国語では，聞く・話すに加えて，「読む」
「書く」を扱うが，「読む」「書く」は慣れ親し
みであり，やはり外国語活動と同様音声中心
であることに変わりはない。
　
４　国語教育との連携
　平成 28 年 12月に中央教育審議会がまとめ
た「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及
び特別支援学校の学習指導料等の改善及び
必要な策等について（答申）」において，次の
ように述べられている。「国語教育と外国語教
育は，学習の対象となる言語は異なるが，と
もに言語能力の向上を目指すものであるため，
共通する指導内容や指導方法を扱う場面があ
る。（中略）学習指導要領等に示す指導内容
を適切に連携させたり，各学校において指導
内容や指導方法等を効果的に連携させたりす
ることによって，外国語教育を通じて国語の
特徴に気付いたり，国語教育を通じて外国語
の特徴に気付いたりするなど，言葉の働きや
仕組みなどの言語としての共通性や固有の特
徴への気付きを促すことを通じて相乗効果を
生み出し，言語能力の効果的な育成につなげ
ていくことが重要である。」すなわち，国語と
外国語を別物，あるいは敵対するものとして
捉えるのではなく，同じ言語として捉え，連
携することが大切である。実際に，母語では
ない外国語でコミュニケーションを図る体験
を通して，児童は外国語を注意深く聞いて相
手の思いを理解しようとしたり，他者に自分の

思いを伝えようとして，一生懸命自分の持っ
ている言葉を駆使する，そうやって理解した
り伝えたりできた時の喜びはとても大きく，母
語でのコミュニケーションではことさら意識し
なかった言葉に意識が向くと思われる。また，
外国語と比べることで母語の性質をより理解
できる。さらに，母語という視点だけしかな
い状況に比べ，外国語という視点も持つこと
で言葉そのものへの理解がより深まる。この
ことは，現行や新学習指導要領で求められて
いる言語の力に通じるものである。また，こう
やって国語の力も外国語の力も伸ばしていくも
のではないだろうか。

５　環境整備
　以上おおよそではあるが，新小学校学習指
導要領における外国語教育について述べてき
たが，小学校の先生方に不安感を少しでも払
拭していただくには，環境整備が欠かせない。
文部科学省では，平成 26 年度より，教材開発・
配布，教員の指導力向上等について様 な々環
境整備を行っているが，誌面の関係上，教材
についてのみ簡単に述べることにする。
　移行期間中に活用する高学年・中学年用教
材（児童用テキスト，指導書，デジタル教材，
210 時間分の学習指導案例）を作成，平成　
29 年９月に高学年用の，12月に中学生用の
それらの完成データを公表し，30 年に教材を
各校に配布する予定である。これらの教材の
年間指導計画等はすでに文部科学省HPに
掲載するとともに，様 な々機会をとらえて情報
を発信している。これらをもとに各校で，先
述した外国語の目標や学習内容の具体を共有
していただき，少しでも不安感を払拭していた
だけることを願っている。どの子供もが言語
の力を付けられるよう，外国語でコミュニケー
ションを図る楽しさを感じられるよう，先生方
とともに新し外国語教育を創っていきたいと
切に思う。
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学習指導要領が改訂され，外国語教育に
ついては，小学校中学年から年間 35 単位時
間の外国語活動を，小学校高学年では教科と
しての外国語科を年間 70 単位時間実施する
ことが示された。
県教育委員会では，平成 25 年 12月に文
部科学省が公表した「グローバル化に対応し
た英語教育改革実施計画」を受けて様々な
取組を実施している。
ここで，県の英語教育推進のための取組を
あらためて紹介するとともに，今回の改訂を
受けて各学校が取り組むべき事項について解
説をしていきたい。

１　小・中・高等学校が連携した外国語教
育強化地域拠点事業
平成 26 年度から平成 29 年度まで，国の
指定を受けて，流山市の小・中学校及び県立
流山おおたかの森高等学校において，小学
校の英語の早期化や教科化，中・高等学校
の英語授業の高度化等の研究をしている。平
成 28 年度末には，各市町村教育委員会の外
国語担当指導主事が流山市に集まり，小・中
学校の公開授業を参観するとともに、平成 30
年度からの先行実施についての説明会を実施
した。
研究最終年の平成 29 年度は，11月６日に
全県下に授業を公開し，今までの研究の成果
を発表することを計画している。

２　県内大学と連携した教員の指導力向上
事業
県教育委員会では，神田外語大学と連携
して教員の指導力向上のための研修を，平成
26 年度から平成 30 年度までの計画で実施し
ており，学習指導要領に対応した指導力の向
上を目指している。平成 29 年度からは，新
学習指導要領に沿った内容に改善を図り，研
修を更に充実させていく計画である。
【平成 29 年度計画】
⑴小学校外国語活動中核教員養成研修
対象：小学校教員180 名（３日間）
　各小学校の英語教育の中核となる教員を養
成し，その中核教員を中心に校内研修を実施
し，校内体制の充実を図る。
⑵中学校英語科教員指導力向上研修
対象：中学校教員350 名（４日間）
（中学校は，教育事務所ごとに開催）　
⑶高等学校英語科教員指導力向上研修
対象：高等学校教員314 名 (４日間 )
小学校については，各校に１名の中核教
員を養成・配置し，中・高等学校の研修は，
全ての英語科教員を対象としている。

３　CAN-DOリスト作成研修会及び活用 
研修会
今回の改訂の基本的な考え方として，児童
生徒が，「何ができるようになるか」という観
点から，国際基準（CEFR）を参考に，小・中・
高等学校を通した５つの領域（「聞くこと」，「読
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むこと」，「話すこと（やりとり)」，「話すこと（発
表）」，「書くこと」）別の目標が設定されている。
また，各学校においては，国が学習指導
要領に定める領域別の目標を踏まえ，さらに
具体的に学習到達目標（CAN-DOリスト）を設
定することとある。
県教育委員会では，平成 26 年度にCAN-

DOリスト研究協議会を立ち上げ，平成 27年
度から中学校の CAN-DOリスト作成に向けて
準備を行い，平成 27年度中には全中学校で
CAN-DOリストを作成することができた。平
成 28 年度には，CAN-DOリスト活用研修会を
教育事務所ごとに開催した。平成 29 年度は，
各学校で CAN-DOリストの活用を一層進め，
さらなる授業改善に取り組んでいくことを期待
している。
また，小学校英語が教科化されることを
踏まえ，学校間の指導の接続がさらに重要と
なってくる。小・中の連携を図り，小学校の
CAN-DOリストの作成に中学校教員が一緒に
なって取り組むことを願っている。

４　小学校英語教科化に向けた教員の資
質能力向上研修事業【新規予定】
先述の小学校外国語活動中核教員養成研
修では，各小学校に中核教員を養成すること
としたが，高学年の教科化に伴い，「音声と
文字の指導」や「絵本の読み聞かせ」など，
新たな指導内容や校内の整備体制に不安で
あるとの声も聞かれる。そこで，希望する小
学校に教科化や先行実施に向けた校内研修
という形で講師を派遣し，２コマの研修を実
施する事業を計画している。
対象：小学校 20 校程度

５　県内大学と連携した小学校教員向けの
英語２種免許認定講習の開設【新規予定】
小学校教員の英語指導力の向上を図るた
め，県内大学と連携し，中学校英語２種免

許の取得認定講習を計画している。当該教員
が，将来地域の英語教育の中核となることを
期待する認定講習である。現在，計画中であ
り，免許取得に必要な14 単位を２年間で受
講する。募集方法や内容の詳細については，
各教育事務所を通じて周知する予定である。
　　
６　千葉県英語の学力状況調査の実施
平成 27年度から平成 29 年度までの計画
で，全ての公立中学校及び義務教育学校（後
期課程）・高等学校の生徒を対象に英語の学
力状況調査を実施している。これは，日本英
語検定協会と連携し授業の１コマで実施でき
る形のテストであり，「聞くこと」，「読むこと」
の２技能を図る能力判定テストである。この結
果は，毎年度文部科学省で実施している英
語教育実施状況調査の結果に反映されるもの
である。
課題としては，「話すこと」「書くこと」の２
技能については，この調査では評価できない
ため，３で述べた CAN-DOリストを活用して，「何
ができるようになるか」という観点で授業改善
及び評価を行い，生徒の中学校４技能，５
領域の向上を図っていくことが必要となる。

７　最後に
以上，千葉県では，これまで述べてきたよ
うに学習指導要領のスムーズな移行に向けて
様々な取組を実施しているが，現場の教員の
負担があることは事実である。
県教育委員会では，この英語教育改革を
前向きに捉え，これからの予測困難な時代に
立ち向かえるコミュニケーション能力を備えた
人材の育成を視野に入れ，その条件整備のた
めの研修や情報提供に努めていく。各学校に
おいても学習指導要領改訂の動きを捉え，積
極的に取り組んでいただきたいと考えている。
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１　流山市の英語教育の特色
流山市では，本年度４年目の最終年度をむ
かえる「外国語教育強化地域拠点事業」に加
え，研究校以外の全小学校においても，教
育課程特例校の指定を受け，小学校高学年
（５，６年生）で，教科としての外国語を年間
70 時間，中学年（３，４年生）では，年間 35
時間の外国語活動を実施している。使用する
教材は，３，４年生で『Hi, friends!』，５，６
年生では市独自で作成した「流山市英語プロ
グラム」を活用している。
学級担任による授業の支援として，市内小
学校全16 校に１名ずつ配置している英語に堪
能で外国の生活や文化に精通した地域人材
である英語活動指導員および小学校２校に１
名の割合で配置しているALTのサポートによ
り，学級担任主導によるティームティーチング
を行っている。
高学年の年間 70 時間の指導については，
今年度に限り学校の実態に応じて実施してい
るが，平成 30 年度の先行実施から，市内統
一で週２時間（２コマ）での実施を決めている。
教科としての外国語は，４技能を扱い，定
着を図りながら，系統的な指導を行うことが
求められるが，それらを意識したうえで，今
年度も各学校で年間計画を立て，指導にあ
たっている。４技能の扱いについては，あく
までも「聞くこと」「話すこと」を中心としたう
えで，「読むこと」や「書くこと」については，
意欲を高めることを目標に指導している。英
単語に関する学習としては，(1) 英単語を聞い
て，それが表す意味がわかる (2) 文字で書か
れた英単語を見て，それが表す意味がわかる
(3)日本語の単語が表す英単語がわかる等を
目指し，「書くこと」については，モデル文を

参考にして，「文頭の文字は大文字」「単語と
単語の間にはスペースが必要」等の気付きを
促しながら，正しく書き写すことを目指してい
る。

２　小学校外国語（活動）の活動事例
『In the Autumn Forest』（文部科学省　
絵本補助教材）を用いた系統的な活動事例
⑴３年生

○まとまりのある英語を聞くことを通して，
初めて出合う英語や意味が分からない単
語であっても，絵や指導者によるジェス
チャーなどをヒントにして，推測して理解
しようとする態度を育てる。
○指導者が読み聞かせを行いながら、児
童と何度もやりとりをすることで，繰り返
し聞いたり言ったりして英語の表現に自
然に慣れ親しませる。

⑵６年生

○間違うことを恐れず，物語の内容が相手
に伝わるように，英語らしい発音で読も
うとする態度を育てる。
○下級生に英語の絵本の読み聞かせを行う
ことで，英語学習への意欲を高める。

絵本を用いた活動場面

ねらい

ねらい
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３　教科横断的な学習課題の設定
児童生徒に活動させる場合には，児童生徒
らの実際の生活に即した場面あるいは英語を
使う必然性がある場面を設定することが重要
である。また，児童生徒が英語に触れ，身
近に感じることができるよう，英語学習への
意欲づけを図ることが大切である。たとえば，
「ホームステイ先で，日本料理をふるまう～み
そ汁を作る～」という場面設定で，外国語と
家庭科を関連づけ，「外国でみそ汁の材料を
買う活動」を外国語で行い，「みそ汁を調理す
る活動」を家庭科で行うなど，できる限り生
活と結びつけるように心掛けている。このよう
に，他教科との関連を図ることで，「英語は外
国語の授業だけでなく，生活の中でも役に立
つ」「英語をもっと学習したい」といった動機
づけとなり，それこそが，子どもたちの英語
力の向上につながると考えている。小学校に
おける英語教育の強みは，学級担任が全ての
教科を指導していることから，教科横断的な
指導がしやすいことにある。その利点を最大
限に生かし，児童が英語を使いたくなる場面
を外国語の授業に限らず，柔軟に設定してい
くことが重要だと考えている。

４　教員の指導力および英語力向上
外国語担当者会を年２回開催し，英語活動
指導員やALTによる活動例の紹介や，模擬
授業の相互参観などを行うとともに，「流山市
英語プログラム推進委員会」を年に４回開催
し，指導案例の作成事例や評価方法の相互

に共通理解を図っている。また，英語力の向
上を図るためには，普段の授業から少しずつ
英語の量を増やすことが大切である。このた
め，授業中に英語活動指導員やALTが発し
た英語を繰り返すなどして，まずは教師が英
語を使ってみること，そして，それらを自身の
英語表現のレパートリーに加えていくなど，英
語を使う割合を増やしていくことが教員の英
語力の向上につながるものと考えている。

５　小学校外国語の評価について
流山市では，高学年の外国語を教科として
扱っているため，教科としての評価を行ってい
る。評価の観点はこれまでの外国語活動の３
観点を基本に，中学校の観点を参考にして設
定し，４技能を３観点にそって，３段階によ
る評価をしたうえで，その総括を数値に相当
する記述文で記載している。評価の方法とし
ては，行動観察の他に，振り返りカード，パ
フォーマンステスト，指導者とのQ＆A，聞き
とりテストなどを試行的に実施している。新学
習指導要領では数値評価を行うことが示され
ているので，今後はその評価方法についての
共通理解を図っていく必要がある。

６　英語学習に関する意識調査結果と今後
の課題
研究校の小学校５，６年生を対象に行った
意識調査の結果（一部）は下記のとおりで，
流山市の児童の英語学習への意識は高いとい
える。

流山市 全国
英語が好き ８５％ ７１％
英語は大切 ９３％ ８５％

今後の課題は，新学習指導要領の実施に
向け，小学校段階で，何をどこまで学習させ，
どこまでの定着を求めるのかを明確にしていく
ことが必要である。グローバル化社会がさら
に加速度的に進展する世界において，力強く
生き抜くためには，英語力は欠かすことがで
きない。今後も，未来に活躍できる子どもた
ちを育てるために，流山市ならではの英語教
育をさらに進めていきたいと考えている。

英語学習に関する意識調査

絵本の読み聞かせの練習風景

外国でみそ汁の材料を買う活動
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１　はじめに
学校教育目標は「徳・知・体の調和のと
れた自己肯定感をもった生徒の育成」とし
た。目指す生徒像には，①「『玉造中でよかっ
た』と心から言える生徒」②「当たり前の
こと（当たり前五項目）が当たり前にでき
る生徒」とした。生徒の自己肯定感や自己
存在感が育てば，きっと「玉造中でよかっ
た」と言えると考え設定した。
着任後，生徒をまだ目にする前に，学校
教育目標を示すことに私は抵抗を感じた。
経営ビジョンを準備して着任したものの，
実態を捉えて初めて方策を提示できるもの
と考えた。
そこで，職員には４月中に示すことを約
束し，その間，生徒，職員，保護者，地域
等の実態把握に努めた。
また，前任の校長と連携をとり，学校教
育目標の変更を決めた。
そして，「当たり前のことが当たり前に
できる生徒」については，「当たり前五項目」
を生徒総会で再確認した。その経緯につい
ては，後で触れたいと思う。

２　各種調査の実態から
本校の生徒で，「自分にはよいところが
あると思う（全国学力・学習状況調査）」
の回答は，国や県と比較して約７％低かっ
た。また，「難しいことでも失敗を恐れな
いで挑戦していますか」，「友達の前で自分
の考えや意見を発表することは得意です
か」の問いに対しても約５～８％低く，自

信のなさが伺えた。
成田市独自の学力調査を分析したところ

「自分にはよいところがあると思う」とい
う問いに，「思う・まあまあ思う」と回答
した生徒の教科に関する設問の正答率は大
変高かった。このことから自己肯定感の高
さと学力とは相関関係があると考え，自己
肯定感の育成が学力向上にも直結すると考
えたのである。

３　具体的な取組
自己肯定感をもった生徒の育成の中核に

「認め，ほめて伸ばす」とした。生徒のが
んばりや地道な努力などを見逃さない観察
力，職員が情報を共有し , 多くの職員で認
め，ほめていく組織力，生徒の活躍の場を
意図的に設定する計画力の３つの力を大切
にしている。
努力の過程を見逃さず適時称賛していく
とともに，職員間でも情報を共有し，多く
の職員で声を掛けている。多くの職員が多
様な方面から認めていくことが，自己肯定
感をもつことにつながり，ひいては「玉造
中でよかった」と言える一つのアプローチ
になると考え取り組んでいる。
⑴「いいとこ掲示板」の活用
平成 28 年度の具体的な取組としては，
パソコン共有フォルダ内「いいとこ掲示
板」に生徒のがんばりを発見した職員が入
力し，それを見て多くの職員から「〇〇先
生がほめていたよ」などと声を掛けていく。
この好循環を本校ではトライアングル効果
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と名付け，実践しているところである。「い
いとこ掲示板」を確認することで，自分の
担当する学級，学年以外の生徒のがんばり
や，土日の部活動での活躍などを職員間で
共有することをねらいとして行っている。
平成 28 年度全国学力・学習状況調査で「先
生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思いますか」の問いに，生徒の肯定的
評価は 93％であり，平成 29 年度も更に先
生はよく観てくれていると実感できるよう
組織的に進めていく予定である。
⑵各種たよりへの掲載
本校では，学年だよりを毎週金曜日に発
行し，各学年の生徒の活躍やがんばりを掲
載している。また，生徒指導だよりも毎週
発行し，学年を越えた善行を掲載している。
学校アンケートの保護者評価で「学校は，
子どもの様子を学年・学級通信や保護者会
等で伝えている」の肯定的評価が 99％と他
より高い数値である。各種たよりを媒介と
して「認め，ほめて伸ばす」方針を家庭に
継続的に周知していきたいと考える。
⑶「当たり前」の具体化
数年前より「当たり前のことが当たり前
にできる」と掲げているが，何に対して「当
たり前」なのかぼやけていた。そこで，生

徒総会の場で協議を重ね，生徒自らの手で
「当たり前五項目」を決めた。
①あいさつ・返事（生活委員会）
②学習（学習委員会）
③無言清掃（美化委員会）
④歌声活動（歌声委員会）
⑤団結力（評議委員会）
（　）は各項目の担当委員会である。そ
れを生徒会が統括している。担当委員会は，
各項目の活動を充実させるためにコンクー
ルやキャンペーン等，様々な企画を考え，
運営している。何より，生徒が決めたこと
なので，自治的な活動が機能しやすい。学
期ごとに，各委員会主導による各項目の表
彰を行っている。表彰が目標にならないよ
う，人のため，自分のために取り組めるよ
う導いている。
当たり前五項目の実践を通して，職員は，
生徒のがんばり，活躍を認める機会が得ら
れている。また，生徒は自己肯定感をもて
る機会となり，相乗効果をもたらせている。
⑷職員に向けて「校長室だより」を発行
４月に校長が示す経営方針だけでは，十
分な周知と浸透は難しい。そこで校長室だ
よりを通して，継続的，補助的に発信する
ことを目的として発行している。職員に方
針を示したからには，私も実践できるよう
タイトルを「範を示す」とし，授業，部活動，
行事等での生徒のがんばりの様子等も掲載
している。

４　おわりに
叱る場面があれば次にほめるためのチャ
ンスの場と捉え，生徒の成長を一緒に喜べ
る職員に支えられて，私も成長しているこ
とを実感している。職員あっての管理職と
常々感謝している。職員にも「玉造中でよ
かった」と感じてもらうことを願って止ま
ない。
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１　はじめに
本校は千葉市緑区にある，肢体不自由教
育と病弱教育を行う特別支援学校で，今年
度創立 50 周年を迎える。小学部，中学部，
高等部，院内部があり，通学困難な児童生
徒のため寄宿舎も設置している。児童生徒
は 169 名，教職員 199 名（平成 29 年４月
１日現在）である。隣接する千葉県千葉リ
ハビリテーションセンターや千葉県こども
病院に入所・入院する児童生徒の教育も担
当し，１年間で転入・転出が200名程度ある。
また，教職員の職種は，細かく分類すると
27 種にもなる。
在籍する児童生徒の障害や病気は年々多
様化し，重度化・重複化している。医療的
ケアが必要な児童生徒も増加しており，教
員と学校看護師（１日９名）が協働して安
心・安全な医療的ケアの実施に努めている。

２　気持ちを伝える
本校に教頭として赴任して，一年が経っ
た。私は，朝と帰りに，正門の担当，出入
りの担当，駐車の担当，車いすの担当と連
携を取りながら，安全を確保している。本
校に赴任するまでは，中学校に勤務してい
たので，生徒に対して，ただただ元気なあ
いさつと言っていた。現在は，大きな声で
あいさつをしてくれる子はもちろん，アイ
コンタクトであいさつしてくれる子，眉毛
を動かしてあいさつしてくれる子，指先を
使ってあいさつしてくれる子と様々であ
る。それらは，単なるマナーではなく，お

互いの「気持ち」を確かめ合う場になって
いる。今日の体調や気合を小さな言葉やア
クションにのせて表現しているのである。
私の今朝のあいさつは，周りにどんな気持
ちを伝えられたのだろうかと考えながら車
を誘導している。保護者の方々や児童生徒
に少しでも笑顔と元気が出るように心掛け
ている。

３　職場の環境とその課題
障害や病気を有する児童生徒一人一人の
日々の生活環境は様々である。私たち教職
員は，その実情を把握し，子どもたちの命
を預かり，安心して学習できる環境を整え
ながら，教科等の学習はもとより，障害や
病気の理解，心理的な安定，人間関係の形
成などについての指導をしている。このよ
うに，本校職員の仕事は多岐にわたってお
り，職員の日々の緊張感も極めて高い。
昨年度から，私は衛生委員会の一員にな
り，職場における労働衛生や職員の心身の
健康管理について意見を聞き，改善するた
めの話合いの場に参加した。その中で，児
童生徒一人一人の実態に合わせた対応が求
められることや，仕事量が多いとか，職員
間での人間関係が築きにくいなど，多くの
課題が出された。

４　衛生委員会の昨年度の計画
約 200 名がいる職場で，日ごろ部単位や
課単位で職務を遂行しているので，異なる
部・課同士では，交流が少ないところもあ
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る。そのことについて，衛生管理者の先生
や養護教諭が中心になり，積極的に話合い
がなされた。そして，職員の交流が盛んに
なれば，諸課題を円滑に解決できると考え，
次の３つの案が検討された。
⑴ワーキンググループ活動
子どもたちの将来の夢や良き姿を頭に描
きながら，こんな授業がしたい，こんな教
材や道具が欲しいなどといった，アイディ
アや発想を出し合い，今後の授業や学校生
活に生かしていく。
⑵ワールドカフェ
会議での討論のやり方で，一つのテーマ
に対して参加者が最大限意見を交わし，そ
のテーマに関する新たな発想やものの見方
を発見していく。
⑶職員交流
スポーツやレクリエーションを通して，
互いに汗を流したり，一つのことに打ち込
んだりして，心と体の健康づくりにつなげ
ていく。

５　具体的な取組
教職員がすがすがしい気持ちになれるよ
うに職員交流を年２回，９月と 12 月に実
施した。時間は約１時間で職員からリサー
チして，得意分野の講師を見つけ，あらか
じめ８つのサークルを提示し選択しても
らった。
⑴ボードゲーム…オセロやクワートなど体 
を休めて頭を使い交流する。

⑵コーヒータイム…いろいろな豆や入れ方 
で，味を楽しみながら語らう。

⑶アロマコーナー…アロマの香りをかぎな
がら，気持ちをリフレッシュする。

⑷韓流音楽…CDや DVD を持ち寄ってＫ
ポップを聴いたり，鑑賞したりする。

⑸ネット型スポーツ…バドミントンやソ 
フトバレーボールを行い，激しく動く。

⑹ヨガ…呼吸を意識しながら体をゆっくり

伸ばし，穏やかな気持ちにする。
⑺ニューゲーム…ボールとブロックを使っ
たボッチャのようなゲームをする。

⑻アイスブレイク…じゃんけんなどのゲー
ムを行い , 打ち解けていく。
今回職員交流を行い，講師及び参加者延
べ約 150 名が活動した。学部や課，職種を
越えて自分の希望したサークルで，汗を流
したりくつろいだ空間で語らったりした。
どのサークルも時間が経つにつれ自然と笑
顔があふれてきた。一時間という時間は
あっという間に経ち，その後も続けている
サークルもあった。新しい交流ができたと
か，またやりたいとかいう声が多かった。
心身の健康管理は，個々に行うところも
あるが，今回のように人と人との交流が大
切だということを改めて感じた。大きな職
場，日々忙しい職場であればあるほど，こ
のような機会が必要だと思う。

６　おわりに
放課後に教室を回っていると，遅くまで
残って，教材教具を作ったり，教室環境を
整えたりする職員もいて頭が下がる。励ま
しの言葉を掛けたり，行き詰まっているよ
うなときは気分転換できるような話をした
りする。すると，逆に職員から励ましの言
葉をもらう。お互いを勇気付ける言葉，喜
びを分かち合う言葉，聞いていてうれしく
なるような言葉を言い合える職場は最高だ
と思う。こうした教職員に支えられて勤務
することができていることに感謝する。
児童生徒，保護者，教職員，そしてその
家族といる中，日々何かが起こる。校長，
副校長を助け，管理職が力を合わせて，学
校がより良い方向に向かうように努力して
いる。
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１　はじめに
私は前任校で，教務主任という立場で学
校行事，教育課程，学校組織等を考える機
会を得た。初めての経験で，教務主任とい
う立場を自分で理解し，多忙な中，先を見
通して行事を見直し，提案していくことは，
容易なことではなかった。「組織として学
校を動かす。」ことに常に頭を悩ませてき
たが，自分自身もまた，校長先生をはじめ
職員や保護者や地域の方々という「組織」
に支えられて一年を終えることができたと
思っている。

２　新任教務主任研修会を受講して
研修会の中で，「組織マネージメントと
リーダーシップ」の講話が特に印象的で
あった。リーダーシップとは，一人では実
現できない何かを他者に働き掛け，協力を
仰ぎその実現を目指す力をいう。リーダー
としての職責は，危機管理，法令順守，説
明責任であると学んだ。学校は組織で動か
すものであり，良い組織とは構成している
人たちが自由に意見を言えるということが
重要である。また，誰がリーダーになって
も強い組織であることが理想である。組織
は信頼関係で成り立っている。互いの違い
を受け入れ，認め，生かしていくこと，つ
まり多様性の受容であると考えている。

３　若手教員の良さが発揮できるように
今，学校では，いかに若年層が組織の中
で活躍できるかが鍵を握っていると思う。
組織の一員として若年層が更に飛躍するた
めに，教務主任としてできることを考えて
きた。
一つ目は，若手教員が見通しを持てるよ
うに努めることである。そこで，共通理解

事項は，早めに提案し，明文化して残るよ
うに工夫した。明文化することで提案の意
図が整理され，大勢に伝わりやすくなった。
二つ目は，若手教員に対して，期待され
ている姿を例示して助言することである。
教務主任は，校長が指示した学校経営方針
が，教育課程に反映されるように行事等で
具現化する立場にある。そこで，若手教員
の提案等に対して，「今年度の学校経営方
針に沿っているか。」「前年度の反省点が生
かされているか。」「計画に具体性と一貫性
があるか。」という点で，提案内容を読み，
提案意図に耳を傾けた。説明をしてもらう
ことで，矛盾や補足すべき点を整理し，必
要があれば再提案を促してきた。
最後に，若年層がこれから学校組織の中
心となる大切な存在であるからこそ「共に
学び続ける。」「若手を育てる。」という姿
勢を相手に示すことが重要であると実感し
た。こちらから積極的に声を掛け，若手教
員と対話しやすい雰囲気を作ることで相手
の現状を把握し，戸惑っていることに的確
に助言できるよう，自分も研鑽を積む姿勢
が重要である。また，若手教員を孤立させ
ないように職員間の親睦を深めることも教
務としての大切な務めであると感じた。

４　おわりに
教務主任の仕事の大半は，学校組織が円
滑に動くように，人と人とをつなぐことで
はないだろうか。個々が生かされ，上手く
つながっていれば，「強い組織」になれる
と思う。教務主任という貴重な経験を生か
して，これからも学校の強い組織作りの一
翼を担っていきたいと思う。
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１　はじめに
私が抱いていた研究主任のイメージは，
職員の全体研修を企画・運営する立場にあ
る人というだけのものであった。しかし，
実際には授業改革や若年層研修など多岐に
わたり，研究主任という立場から変えられ
ることがたくさんあることが分かった。こ
こでは，今回研究主任として私が取り組ん
だことについて紹介させていただく。

２　具体的な取組と成果
⑴研究主題の見直し
見直すきっかけになったことは二つあ
る。一つは，学校教育目標と目指す生徒像
が変わったことである。二つ目は，本校が
保健体育科の研究指定を受けており，学校
全体でその研究をサポートするためであ
る。主題変更にあたって，「主体的」「関わ
り合い」をキーワードとし，アクティブ・
ラーニングの視点にも考慮した。
研究主題が変われば，教科の研究主題も
見直す必要があり，教科部会などで主題の
検討を依頼した。
⑵全体研修の企画・運営
本校の特色として，ＰＴＡ活動が盛んで，
地域の方も様々な形で学校に協力してくれ
ている。一方で，地域のことをよく知らな
い教員が多かった。そこで，職員に地域（学
区）を知ってもらうための研修を企画した。
近隣小学校の元校長先生に講師をお願い
し，フィールドワークを行いながら，学区
の歴史を学習した。私自身，社会科の教諭
でありながら初めて知ったことが多く，大
変勉強になった。
一学年ではこの研修を総合的な学習の時

間で生かした。総合的な学習の時間の内容
を充実させることが本校の課題でもあった
ので，今回の研修を機に，地域学習を定着
させていくことを予定している。また，特
別支援学級（知的・情緒）も設置されてい
るので，インクルーシブ教育についても研
修を企画した。
⑶環境整備
先生方には様々な研修の機会が与えられ
ている。しかし，いつ，どこで，どのよう
な研修が行われているのか，なかなか周知
されていない。そこで，先生方が頻繁に行
く印刷室に色々なお知らせを掲示するス
ペースをつくった。

３　今後の課題
研究主題は変えたものの，その主題に対
する取組については教科部会に任せっきり
になってしまい，検討することができな
かった。また，「学び合い」を意識した授
業の実践報告（簡易形式）を求めていた
が，その報告書の提出を徹底できなかった。
本校の先生方はとても協力的であるので，
しっかりした校内体制を構築することが必
要であると感じた。

４　おわりに
先生方の協力もあり，研究主任としてい
くつかの取組を行うことができた。今年度
は教務主任として，学校を動かす立場と
なった。研究主任として取り組んできたこ
とを生かしながら，昨年度課題として残っ
たものについても，積極的に取り組んでい
きたい。

私 の 教 師 道

を
生かす
研修

森
もり

　　貴
たかとし

俊船橋市立宮本中学校教諭

研究主任として学校運営に携わる



１　はじめに
社会科は，他教科と違い，その時代その
時代によって学習内容が大きく変化する。
だからこそ，“いま”に目を向けさせ，児
童に自分たちが生きる“未来”を展望させ
る機会をもたせていくことが非常に重要で
ある。
私が，社会科授業の教材づくりにおいて
大切にしていることは，以下のとおりであ
る。

社会科は，知識だけを教える教科ではな
い。社会に実際に生きる人々が，何を考え，
どんな問題を抱え，よりよく生きようとし
ているのか，“生の声”を児童に届かせて
いくことが大切であると考える。

２　授業実践の概要
“生の声”を取り上げる格好の手段とし
て，新聞の活用がある。本実践は，小学校
４年生の社会科「わたしたちの県」の単元
の中のまとめ・広げるの段階での授業であ
る。児童は，これまで千葉県の地形・土地
利用・主な産業について学習してきた。
本時では，平成 29 年２月４日の新聞記
事（千葉日報）を授業の導入に提示した。
一面の見出しには，以下のように書かれて
おり，見出しの最後の部分に何が入ってい
るのかを考えさせた。

前提知識として，
①本遺産の意味と，県内ではすでに江戸を
感じる北総四市の歴史的な街並みが指定
されていること
② 2020 年東京オリンピックの一部の会場
が千葉県に決まったことを児童に提示し
た。
世界の人々にぜひ伝えたい千葉県ならで
はの「すごいところ」は何かを考えさせた。
児童はこれまでの学習を生かして，それぞ
れ予想した。

以下の項目は，児童が予想として考えた
主な内容である。
＜落花生＞
日本有数の産地。千葉半立という品種も
あるから。味も誇れる。
＜房州うちわ＞
日本的で古くからの伝統もある。外国の
方々が東京五輪観戦で使って，涼んでほし
い。
＜南房総の花卉栽培＞

社会で実際に起きていることが教材か
ら垣間見えるかどうか

実際の新聞記事を児童に提示

五輪向け 日本遺産に申請「房総　　　」
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路地で育てた南房総のきれいな花を外国
の方々にもつんでもらえるといい。
＜魚＞
千葉県は三方を海に囲まれているから。
銚子漁港の水揚げ量は，全国有数だから。
＜野菜＞
千葉県は，いろいろな野菜を作っていて，
新鮮なまま東京に届けられるから。

など。
友達に自分が考えた予想とその根拠を伝
え合った後，新聞記事のコピーを配付し，
読み合っていくこととした。ヒントとなり
そうなキーワードを見つけること，記事に
書かれている地名にアンダーラインを引く
という指示を出した。児童は，記事に出て
くる地名がどの場所にあり，そこではどん
な産業が盛んなのかを地図を活用して考え
た。その地名は，「銚子」「大原」「木更津」
「富津」「館山」「南房総」「勝浦」「九十九里」
である。

多くの児童は，これらは全て海沿いの地
名であることに気付き，見出しの言葉が水
産業と大きく関係しているのではと予想す
ることができた。児童が見出したキーワー
ドは，以下のものがある。

「なめろう」や「さんが焼き」について

は，詳しく知らない児童がいたため，教師
が補足説明を加えた。「魚貝」「料理」と答
えた児童には，「大原はだか祭」や「しょ
うゆ」との関係を尋ねることとした。児童
は，「しょうゆ」でおさしみを食べること
や「大原はだか祭」は，大漁を祈願する祭
であることに気付くことができた。
話し合いを進めていくうちに，児童は最
終的に実際の記事に書かれている「海の幸」
を見出す児童もいれば，「古くから息づく
海の食文化」「海に対する人々の願い」に
気付く児童もいた。以下は，授業後の児童
の感想である。

“未来”の千葉県に生きる児童一人一人
が房総ならではの「海の幸」に対して，大
事にしていこうとする姿を見ることができ
た。

３　おわりに
今回の授業では，千葉県の学習と関連さ
せ，新聞記事をトピック的に扱うこととし
た。
社会科は，社会とつながることができる
教科である。したがって，社会科の学習は，
教科書や資料集とノートだけで完結するも
のではない。授業者が常に社会の動向を注
視しつつ，アンテナを高くして，日々の教
材に使えそうなものを開発し続けなければ
ならない。私は，そこにこそ社会科として
の面白さがあるのではと考える。

・なめろう　　　・さんが焼き
・太巻きずし　　・しょうゆ
・大原はだか祭　・潮干狩り

地図を活用して見出しの言葉を予想

・千葉県から「海の幸」が日本遺産として
登録されるといい。自分がまだ知らない
伝統や料理をいろいろ調べてみたい。
・新聞を使った授業はこんなに楽しいとは
思わなかった。教科書に載っていないこ
とを知れてよかった。
・千葉県の人々は，ずっと海と生きてきた
ことがわかった。僕たちも海を大切にで
きるといい。
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昨年，私は小学校の先生になる夢を叶えました。４年生の担任となり，新学期を迎えてか
らは怒涛の毎日で，授業や学級経営で悩みながらも，子どもたちと楽しい時間を共に過ごし
ました。私がつまずいたときは先輩の先生から助言をいただき，失敗をしたときは何がいけ
なかったのか一緒に考えてもらいました。初任者研修では，同期の仲間と切磋琢磨し合いな
がら，年間を通して授業実践，学級経営について学び，自分の引き出しを増やすきっかけに
なりました。学級では，「失敗は成長のもと。」を合い言葉にし，肯定し合える雰囲気を作り
出せたことで，自分の考えを臆さずにみんなに伝えられるようになり，手を挙げて発表する
児童が増えました。私が何度も繰り返し指導したことを理解し，行動している姿を見たとき
は，子どもの成長を感じ，嬉しいという言葉だけでは表せない感動がありました。導入を工
夫し，準備をした算数の授業が終わった後「先生，今日の授業面白かった。」と言われ，「もっ
と頑張らなければ。」と使命感に駆られました。この１年で，教師は子どもの人生を左右し
てしまう仕事だと理解し，より責任の重さを感じるようになりました。思い返せば私も小学
生の頃，担任の先生に将来花咲く種を蒔いてもらった一人です。初任で学んだことを忘れず，
昨年度の反省を無駄にしないよう，日々子どもと向き合い，今度は子どもたちの夢を叶える
後押しができるように頑張ります。

教師は，子どもたちにいろいろなことを「教える」仕事。私はずっとそう思っていた。実際に，
授業や生活指導，部活動など，子どもたちに教える場面はたくさんあり，「教える」仕事と
いうのは間違っていないと思う。しかし，私が現場で子どもたちと関わる中で気付かされた
ことがある。
昨年度，初任者として一年間様々な場面で子どもたちと関わってきた。授業の中での子ど
もたちの「できた」「わかった」という顔。体育祭でお互いが本気でぶつかり合い戦う姿。
合唱コンクールで全員が心を一つにして曲を作り上げる団結力。卒業式での「先生ありがと
う」の言葉。子どもたちが日々成長していく姿を見ていく中で，私自身が子どもから学ぶこ
とがたくさんあった。そうした姿を見る中で，「力量ある指導者を目指し，より頑張らなけ
れば」という気持ちが強くなっていった。
この一年間で私が感じたことは，教師は子どもたちを教え導くことを通して，「共に成長
していける」ということである。教師の姿を見て子どもたちが成長し，その子どもたちの姿
を見て教師も成長していく。その相互作用が良い学校を作っていくと感じた。
今年度から初の学級担任。子どもたちとより密接に関わる中で，お互いが更に成長できる
よう精進していきたいと思う。
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１　研究主題について
2030 年の社会の在り方を見据え，新たな
学習指導要領が本年３月31日に告示された。
今回の改訂では ,「何ができるようになるか」
「何を学ぶか」「どのように学ぶのか」の３つ
がキーワードとなり,改訂のポイントとして ,
①新しい時代に必要となる資質・能力（「知
識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学
びに向かう力・人間性等」)の育成,②新しい
時代に必要となる資質・能力を踏まえた教科・
科目の新設や見直し ,③主体的・対話的で深
い学びの視点からの学習過程の改善 ,④カリ
キュラム・マネジメントの確立となっている。
本研究では，第１時に「ノルマントン号
事件（海難事故）」を契機にした不平等条
約撤廃へ向けた国民の意識の高まりをもと
に，本単元の学習の見通しをもたせるため
の討論を行う。さらに最終第７時では，今
までの学習を踏まえた上で，児童が複数の
事実を比較し関連付け総合して考え，歴史
的事象について複眼的な見方をもち，歴史
を体系的に捉えていけるような論題を設定
し討論を行う。学習過程において事実や資
料を根拠に多様な視点から課題を判断した
り，自分と事象とのかかわりを深めたりす
る活動を通し，事象に対する「よい・悪い」
「望ましい・望ましくない」「よりよい解決
策は何か」等，社会的事象等の意味や意義，
特色や相互の関連を考察する力，社会に見
られる課題を把握して，その解決に向けて
構想（選択・判断）する力の育成に取り組
む。習得した社会認識を活用して価値分析
を行う中で，「価値を判断する力＝価値判
断」を高めていくことを目指す。

本研究では以下の内容を追究する。

確かな社会認識を形成し主体的に問い続
ける価値判断を伴う討論の学習を通して，
現実の社会に見られる問題解決場面におい
て必要な資質・能力の基礎を築くことを目
指す。

２　研究目標
歴史的事象から得た社会認識をもとにし
た批判的吟味ができる討論の場面を設定す
ることにより，確かな社会認識と価値判断
の力が相互に高まることを明らかにする。

３　研究の実際
⑴単元計画とその工夫
本単元では，概念探求型の過程をとり，
知識を得る，思考を促す手立てを行った（表
１）。具体的には，社会的事象についての
なぜという疑問，仮説，仮説の検証に必要
な資料の収集と選択，更に仮説の検証を経
てまとめに至る手順をとる。

第１時ではノルマントン号事件の風刺画
から疑問をもとに討論を組織し『あなたな

表１　授業での手立て
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ら船長に対しどのような判決を下すか？』
と問うた。重い刑にする判断の根拠は，現
代の日本の現状をもとにした常識的な判断
や死に対する感情的な判断である。一方，
軽い刑にする根拠は，当時の国際的な日本
の立場をもとに考えている。ただし，一貫
して「酷い！」といった感情論等に終始す
ることなく，「なぜ船長はこのような行動
をとったのか」「この事件の何が問題なの
か」について考えさせ，『日本はどのよう
に諸外国と交渉していったのだろうか？そ
して，世界の中で日本の立場はどのように
変わっていったのだろうか？』という単元
を貫く学習問題を立てた。
第２～５時では第１時同様，授業冒頭に
ビゴーの風刺画を用いて考えさせた。最初
は自由に率直に画から感じることを予想さ
せ，その後視点を絞り問う。第２時では，
「なぜイギリスが日本を後押ししているの
か？」，第３時では知っている事実から予
想できること，わからないことを区別させ，
年表を参考に「（描かれている）４人は誰
がどの国か？」という追究の視点をもって
考えていった。第５時では，これまで学習
してきた内容をもとに疑問や新たに調べた
い内容について一人調べを行った。
日清・日露戦争や韓国併合，条約改正，
科学の発展，国民生活の様子等の事実を追
究・考察した上で，最終の第７時では，前
単元の内容を含めた歴史的事象を体系的に
とらえていくことのできる討論の場面を設
定した。授業の初発と最終に自分の論を割
合で示し根拠をもとに判断を求めた。自分
とは違う友達の考えを聞き，納得と反論を
繰り返しながら「改革者がめざした姿」を
考え，価値判断を行った。「我が国の国力
が充実し国際的地位が向上した」ことを考
察できる展開にした。
⑵論題の設定
既習事項が効果的に生かせること，構造
的かつ総合的な歴史認識が得られ，民衆を

はじめ，いろいろな立場で考えながら，「国
際的地位の向上が図られた」という本単元
の中心概念を児童自身が実感することをね
らいとした。それらを踏まえ，以下の論題
を設定した。

明治政府の具体的な政策や改革者の思い
や願い，世界とのかかわり，人々の生活等
の事実を比較し関連付けて考えることによ
り，事実認識と価値認識を相互に発展させ
ることができ，主体的な価値判断によって
歴史を評価できる。さらに，各児童の判断
の違いが明確になるように選択肢に割合を
用いれば，授業の初発と最終の考えを比較
することにより，数値に変化が見られたり，
数値は同じでも判断の根拠がより具体的に
なったりするであろう。児童の価値判断の
揺れを見取ることができると考えた。
⑶検証結果の分析と考察
①批判的に吟味された価値判断
まず，下記アンケートの初回討論は前単
元の「開国の是非」，最終討論は「明治の改
革者からの評価」を比較し考察した（図１）。
価値判断の重要な要素として，他者の価値観
を認識し自己と異なる価値観に基づく評価に
よって自らの考えを再構築することである。
「友達の考えは自分の考えを深める参考

図１　初回と最終討論を比較した児童の変容
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になったか」という問いに対し，最終討論
では 85％以上の児童（19 名・13 名）が，「自
分とは違う考えに納得できたか」に対して
は，90％以上の児童（20 名・14 名）が前
２つの肯定的な群となった。児童は，討論
の肝である他者の価値観を認め判断する良
さを実感できたと評価することができる。
次に，児童の視点に着目すると２つの見
方が存在した。まず，歴史的事実をもとに
各政策を評価する。改革者の視点から国の
成長度を評価しているので達成度が比較的
高い。一方，国民の生活や幸せに価値を見
出し評価する。国は多くの国民によって成
り立っているという視点から，当時の苦し
く厳しい国民生活を評価しているので達成
度が低い傾向にある。論が変化した児童，
論は変わらないが根拠が具体的になった児
童等，本時初発の判断【上段】に比べ最終
判断【下段】では多様な価値判断が含まれ
ていた（表２）。最終的には，参加児童全
員が持論を獲得した。

②社会認識の変容
全７時間の学習を通し，児童のノートや
学習感想に適切な事実認識や価値認識を含
む説明の有無に着目し，知識と思考の量と
質の面から変容を見取り，「（なぜ）疑問」
は次時への追究につながると考え重視した
（表３）。

第１時は全体的に数値が低い。これは既
習事項や既有知識の少なさとノルマントン
号事件を題材にした討論の中で，事件と領
事裁判権の関係性に気付けても「許せない」
という思いが先行したためである（レベル
１が 52％）。２時以降は，風刺画や各種資
料から追究の視点にそって，事象に対する
原因と結果，さらには考察や解釈ができる
ようになり，ノートやワークシートには，
児童の問いが「どのように」から「なぜ」「ど
うして」へと変化していった。最終第７時
では，事実認識と価値認識の構成要素が相
互に関係し合い発展し，各児童の価値判断
とともに確かな社会認識の育成が図られた
と考える（レベル３・２が 85％）。

４　研究のまとめ
⑴成果
効果的な価値判断授業を行うためには，
①確かな社会認識の獲得と主体的な価値判
断場面が必須。②中心概念の獲得をめざし，
自他の価値を認識できる論題・討論を設定
する。以上により，社会認識と価値判断は
密接に関係し，相乗効果により相互に高
まっていく。
⑵課題
社会認識を深め，批判的吟味ができる価
値判断を行うためには，①知識を関係付け
概念を獲得させるために「（なぜ）疑問」
の問いを児童に明確にもたせたい。②発問，
教材・史料の精選とその活用方法等を考え，
単元計画をさらに工夫する必要があった。

表２　最終討論の価値判断における児童の変容

表３　社会認識の児童の変容（％）
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１　研究主題について
本県「学校教育指導の指針」説明資料の
中に「学校教育は，障害のある子供の自立
と社会参加を目指した取組を含め，『共生
社会』 の形成に向けて，重要な役割を果た
すことが求められている。」と示されてい
る。インクルーシブ教育システムの構築が
推進される中，障害のある児童が障害のな
い児童と可能な限り，同じ場で学ぶことが
今後目指すべき姿だと示されている。
私は知的障害特別支援学級の（以下知的
学級）の担任をしていた。在籍児童は，国
語科，算数科のみ知的学級で学習し，他は
すべて交流学級で過ごしていた。知的学級
では積極的に話をすることができ，分から
ないことや困っていることに対しても，自
分から助けを求めることができる。しかし，
交流学級では，周りの友達にはできている
ものが，自分だけ分かっていないという様
子が見られた。他にも，交流学級児童から
声をかけられても，質問に応じて返答をす
るのは難しい様子が見てとれた。交流学級
で１日の多くの時間をこのような状態で過
ごしていて，コミュニケーションの図り方
や自分の思いを相手に伝えることを困難と
している様子が見られるという実態から，
この児童には，コミュニケーション能力を
育むための経験と学習が特に大切ではない
かと考えた。けれども，1日に１，２時間の
国語科や算数科の授業の中だけで，コミュ
ニケーション能力をどのように育むことが
できるのか，また，知的学級の授業だけで

身に付けることはできるのかという課題が
出てきた。
そこで，知的学級と交流学級の児童相互
のコミュニケーション能力を育んでいくた
めには，知的学級児童と交流学級児童とが
同じ場で学ぶだけではなく，知的学級児童
が持っている能力を最大限に伸ばすことの
できる交流及び共同学習にするために，特
別支援学級，交流学級，そして学校全体の
３つの場でそれぞれかかわりを深められる
ような基盤作りが必要なのではないかと考
え，本主題を設定した。

２　研究目標・研究の視点
　知的障害のある児童が自信をもち，交流
学級児童相互のコミュニケーションを育む
ために知的学級，交流学級，学校全体のそ
れぞれの場での基盤作りの方法について探
る。

３　研究の実際
⑴研究仮説
①知的学級児童と学校全体の教職員や交
流学級児童がかかわる場面を設定し，知
的学級児童が交流学級児童とのコミュニ
ケーション能力を育むことができるよう
な基盤を作ることで，知的学級児童と交
流学級児童とのコミュニケーションが図
りやすくなるであろう。
②知的学級児童のできることを増やし，自
信をもたせていくことで，交流学級児童
とのコミュニケーションが図りやすくな
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るであろう。
⑵研究の具体的内容
①検証授業について
　検証授業の前に調査研究を行い，知的学
級児童に必要なことは「自己理解・他者理
解」「コミュニケーションを育むこと」「自
信をもって生活をすること」であることが
明らかとなった。この結果から，授業の中
に「自己理解・他者理解」「コミュニケーショ
ン」「児童に自信をもたせる」要素を取り
入れた指導や支援を行うこととした。特に，
「自己理解・他者理解」の目的からは，道
徳の授業が有効ではないかと考えた。しか
し，対象児童は国語科と算数科のみ知的学
級で学習をしていることから，国語科と道
徳を関連させ，自立活動の視点を取り入れ
た授業を計画した。その後，交流及び共同
学習として交流学級での道徳の授業へとつ
なげていくようにした。
②授業計画
(ア ) 単元計画

(イ ) 授業のポイント（表１）
a コミュニケーションを図るための手立て
〇話す不安を軽減させるために，初めは仲
の良い友達や，話しやすい先生から話す
ようにする。その後，話す機会を多くす
るために，教職員や交流学級児童と話す
機会を設け，話すことへの不安の除去，
楽しさ，自信へとつなげていく。（Ａ）
〇困った時に相手に尋ねることができるよう

に，どのように相手に伝えればよいか，状
況に応じた尋ね方を伝え，練習する。（Ｂ）
b自己理解，他者理解のための手立て
〇自分の長所・短所を見つけられるよう
に絵本『ぼくだけのこと』『ええところ』
を活用して，自分の特徴と照らし合わせ
ながら探せるようにする。（Ｃ）
〇自分の知らない長所に気付くことができ
るように，知的学級の友達，交流学級児
童や教職員からも児童の良いところを教
えてもらうようにする。（Ｄ）
〇児童が自己理解や他者理解ができるよう
な話しやすい環境を作るために，グルー
プエンカウンターを取り入れた活動を行
う。（Ｅ）
ｃその他の手立て
自分の良いところを書いた付箋を貼る
ワークシートを用意した。自分の良いとこ
ろは，いくつあるのかを知的学級児童が自
分自身で見てすぐに分かるようにした。ま
た，分からないときに友達に尋ねることが
できるように相手への尋ね方のカードも用
意した。
③内容と結果
(ア ) 教職員とのかかわり
教職員と話すことをきっかけに，話すこ
とへの不安の除去，話せたことで自信につ
なげることを目的とし，教職員とかかわり
をもつ授業を最初に行うことにした。３時
間目に教室で練習をした後，４時間目に実
際に教職員と話をした。３時間目は緊張が
あり，参観していた担任以外の教職員やゲ
ストに対しても不安な表情を見せ，時間内
に会話をすることができなかった。しかし，
４時間目は①児童自身が話しやすい教職員
を選んだこと②事前に友達と練習を重ねた
こと③前時の授業終了後にゲストに自分か
ら話しかけ，自己紹介をすることができた
という成功体験をしたこと④教職員からの
励ましの言葉をもらったことで，不安な表

表１　単元計画
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情を見せることなく，発言も自分から発言
することが多いなど，積極的に参加する姿
を見ることができた。今まで話したことも
ない教職員から励ましの言葉をもらったこ
とで，児童が張り切って活動している様子
が見られたことから，意図的に教職員とか
かわりをもつ場面を作ったことは有効で
あったと考えた。
(イ ) 交流学級児童とのかかわり
５時間目は，交流及び共同学習で，交流
学級と知的学級で授業を行った。交流学級
では，不安な表情を見せることもあった
が，活動の場面で知的学級に移動し，12 人
程度のグループで活動することが分かる
と，堂々とした表情と大きな声で友達の前
でルールの説明をし，そこで友達から拍手
をもらったことで，その後の活動も積極的
に手を挙げたり，友達に話しかけたりとた
くさんのかかわりをもつことができた。６
時間目は，交流学級で友達の良いところを
付箋に書いて渡すという活動を行った。こ
こでは，事前に活動内容を知らずに交流学
級での活動が始まったため，児童の表情に
不安の様子が見られた。そこで，知的学級
の担任が入り，児童と一緒に書くことで不
安も減り，友達の良いところを探し，慣れ
てきたころには，笑顔で渡すことができる
ようになっていた。７時間目に関しても交
流学級で，事前練習なしでの活動だったが，
初めは不安な表情を見せていたものの，時
間が経つにつれ，おおむね自分の伝えたい
ことを相手に伝えることができていた。
④考察
検証授業の結果から，知的学級児童に
とって，交流学級児童とのコミュニケー
ションを育むためには，交流及び共同学習
で行うことを事前に練習したり，見通しを
持って授業に参加したりするなど，段階を
踏んだ指導が必要であることが確かめられ
た。そのためには，まず，教職員とのかか

わりを常にもっておくことで，児童にとっ
ては不安が軽減され，更に教職員や交流学
級児童との自己理解，他者理解をしたう
えでのかかわりが有効であることが分かっ
た。今回，児童が交流学級児童とやりとり
ができたのは，国語科と道徳の授業を通し
て，コミュニケーションの取り方だけでは
なく，知的学級児童の良いところを交流学
級児童や教職員から教えてもらったことで
自信につながり，児童相互のコミュニケー
ション能力を育むことができたからではな
いかと感じた。交流学級の児童にとっても，
普段あまり話をしない知的学級児童から良
いところを見つけてもらったことや，堂々
とした態度で発表している知的学級児童の
姿を見ることで，より関係が深まったと考
える。

４　成果と課題
教職員や交流学級児童との授業を行う
際，事前の練習を行うなど段階を踏んだり，
知的学級児童が交流学級で活躍できるよう
な場の工夫をした授業を取り入れたりした
ことで，児童の心理的な安定と自信につな
がり，そこから児童相互のコミュニケー
ションがより円滑に図ることができるよう
になった。一方で，今回の取組だけで，知
的学級児童があらゆる場面で問題なく交流
学級児童とのかかわりができるようになっ
たということではない。知的学級児童がた
だ座っているだけではなく，実質的に参加
が図られている授業となるように継続的に
交流学級の担任との連携を密に図ること , 
年間を通して教職員や交流学級児童とのか
かわりを継続することが必要である。
【参考文献】
〇くすのきしげのり『ええところ』
　学研プラス 2012 年
〇森絵都『ぼくだけのこと』偕成社 2013 年
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１　研究主題について
 社会が目まぐるしく変化するとともに
音楽も多種多様なものとなり，和楽器や伝
統芸能についてよく知らない児童生徒が増
えてきているのが現状である。 
そこで，本研究では日本の伝統音楽のよ
さに気付き，身近な音楽として親しむこと
ができるようにするために，箏を取り扱っ
た指導を実践していく。その際，中期学
年（小学校５年生～中学校１年生）に焦点
を当て，「学びの連続性」を意識した題材
開発を行う。小中連携や小中一貫教育が進
む中，小学校６年生と中学１年生の間に生
まれる段差をなくし「なめらかな接続」を
していくという側面からも，中期学年の題
材開発は非常に重要な役目を担っていると
考える。日本の伝統音楽も，小・中学校に
おける「学びの連続性」を確立し，繰り返
し学ぶ中でじっくりと力をつけられるよう
にしていけば，児童生徒の日本の伝統音楽
に対する興味関心が高まり，身近な音楽と
して親しむことができるのではないかと考
え，本主題を設定した。

２  研究目標 
小・中学校の学びの連続性を意識した箏
の指導を通して，日本の伝統音楽に親しま
せるための題材の開発と指導法の有効性を
明らかにする。

３  研究の実際 
　箏の指導において，以下の２点に着目し
た指導を行えば，日本の伝統音楽のよさに
気付き，身近な音楽として親しむことがで

きるだろう。
⑴表現と鑑賞を関連させた題材の学習過程
の工夫
⑵中期学年における学びの連続性を意識し
た段階的・発展的な指導

４  題材の開発 
表現と鑑賞は表裏一体の関係にあり，そ
れらを繰り返し学習していくことにより，
音楽活動そのものを楽しんだり，音楽に感
動したりする経験が積み重なり，豊かな情
操をはぐくむことにつながっていく。そこ
で，日本の伝統音楽に親しませるために横
（同一学年内での表現と鑑賞の関連，図１）
と縦（小・中の学びの連続性，図２）のつ
ながりを意識した題材を開発した。

図１は，各学年の活動をまとめたもので
ある。同一学年の中で，箏を中心とした表
現と鑑賞を取り入れ，和楽器そのものに親
しむようにする。この時，鑑賞を先に実施
し，「楽器を弾いてみたい」という興味関
心を高める。次に，実際に箏を弾く体験か
ら自国の伝統楽器の音色に浸ると同時に演

図１　同一学年内での表現と鑑賞の関連

（７年生＝中学校１年生）
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奏する面白さを味わわせ，箏が身近な楽器
であることを実感させていく。また，７年
生の活動では，鑑賞曲の冒頭部分を実際に
唱歌でうたったり，箏で弾いたりする活動
を取り入れ，楽曲への理解を深めるように
する。

図２は，小中の学びの連続性から考えた
系統図である。学年の発達段階に応じた教
材を用い，５年生から７年生まで，段階的・
発展的な活動を行う。５年生では，箏の扱
い方と基本的な弾き方を学習する。４年生
からのつながりを意識し日本古謡「さくら」
を用い，箏の音色と情景を結びつけながら
箏を弾く面白さを味わわせていく。６年生
では，５年生での基本的な学習をもとに箏
から溢れ出る日本らしさを存分に楽しむ。
さらに，国語科の古典と関連させ他教科と
の関連ももたせる。音楽づくりでは児童の
自由な発想を生かすようにし，箏に対する
愛着を深めるようにしていく。７年生では，
唱歌を取り入れ楽器の演奏と言葉が深くか
かわっていることや，奏法から生み出され
る表現力の豊かさにせまっていく。そして，
日本の箏についての理解をさらに深めるた
めにアジア圏の箏の映像を用いて比較鑑賞
をする。

５　検証授業の実際
児童生徒が日本の伝統音楽に親しみ，意
欲をもって活動するために，図３のように
学習過程を設定した。 　

【５年：４時間】
和楽器との出会いを大切にし，「春の海」
の鑑賞，箏の取り扱い方，演奏体験，西洋
の楽器との比較鑑賞を行った。
「春の海」の鑑賞では，箏と尺八の音色
を聴き取らせると同時に，〔共通事項〕と
イメージを結びつけ，そこから生まれる曲
の面白さや音色の美しさを味わうようにし
た。聴き取ったことや感想を伝え合い共感
し合ったり，自分とは異なる視点から曲を
味わったりすることで，曲への理解をさら
に深めることにつながった。体験活動では，
弦を順番に弾くことで一つの曲となる「虫
づくし」と日本古謡「さくら」の２曲に取
り組んだ。この時間は，ゲストティーチャー
を活用することにより，一音一音しっかり
と響くように弾くことや，習熟に応じた学
習（基本の旋律からアレンジへ）が可能と
なり，箏の美しい音色に親しみをもつと同
時に，和楽器が弾けたという喜びを存分に
味わうことができた。
比較鑑賞では，ハープとフルートで演奏
された「春の海」を鑑賞した。音色の特徴
に気付いたり，それぞれの楽器が生み出す
曲の雰囲気の違いを感じたりすることがで
きた。
【６年：５時間】
箏の豊かな表現力を実際に体験するため
に，音楽づくりを中心に授業を展開した。
他教科との関連を図り，国語科の授業で児
童が書いたオリジナルの「枕草子」を活用

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図２　小・中の学びの連続性

図３　学習過程
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した。
始めに，和の音色と洋の旋律が美しく織
り成す「星に願いを」を聴き，演奏の仕方
を参考にさせてから音の探求を行った。「星
に願いを」を聴く中で，表現とイメージを
結び付けたり，トレモロなどの弾き方に興
味を示したりすることができた。
音の探求活動や音楽づくりは，互いのア
イディアを生かした音楽づくりを行うため
にペアで活動を行った。児童は意見を出
し合いながら，柱の数や位置を工夫した
り，紙や布を置いて音を変化させたりする
など，様々な角度から音の出し方を考え，
思考錯誤しながら表現したい音に近づけて
いった。
音から音楽へと構成する場面では，〔共
通事項〕を手がかりに強弱や速度，問いと
答えなどを意識し，創意工夫しながら活動
することができた。また，新しい弾き方や
悩みをクラス全体で共有・解決し活動が円
滑に進められるようにしたことで，独創的
な表現が可能となった。さらに，対話を大
切にした活動を取り入れることにより，拍
を数え変わるタイミングを相手に合図した
り，互いに目を合わせたり，呼吸を合わせ
たりするなど，相手を意識してよりよい演
奏を目指す姿が見られた。
発表会では，「枕草子」を朗読した後に，
音楽づくりで工夫したところや特に聴いて
欲しいところを伝えてから曲を披露した。
「聴く視点」が明確になり，箏の音色の変化
や，そこから生まれる表現の面白さを味わ
うことができた。
【７年：２時間】
１単位時間の中で鑑賞と表現を関連させ
た授業を行い，鑑賞曲「六段の調」への理
解を深めるようにした。さらに，アジアの
箏の映像資料を用いて比較鑑賞をし，箏の
音色や奏法の違いにも気付かせるようにし
た。 
「六段の調」は，箏曲を身近に感じるため

にゲストティーチャーによる生演奏を鑑賞
した。続いて，唱歌をうたい，日本の伝統
音楽と言葉が密接にかかわっていることに
気付かせると共に，リズムや速度，音高な
どを意識しながらうたうようにした。箏を
弾くときに，唱歌をうたいながら弾く生徒
が多く，唱歌と奏法が深く結びついている
ことを体験を通じて学ぶことができた。ま
た，生徒自ら冒頭部分を弾くことにより奏
法による音高の違いをはっきりと感じ取る
ことができた。
「六段の調」の序破急による速度の違いを
感じ取らせる場面では，初段の後に四段，
五段，六段を鑑賞した。段を飛ばして聴く
ことにより速度の違いをしっかりと認識す
ることができ，緩急の変化が生み出す音楽
の表情を感じ取ることができた。
最後にアジアの箏の演奏を視聴し，楽器
そのものの違いや奏法の違い，音色や曲想
の違いを味わい和楽器への興味関心を高め
た。

６　研究のまとめ
⑴成果
鑑賞曲から「弾いてみたい」という意欲
をかき立て，学年を追うごとに発展的・段
階的な活動を取り入れたことが，箏への興
味関心を高めたり理解を深めたりすること
につながった。また，箏を身近な楽器とし
て感じることができたことで，他の伝統音
楽にも興味をもつことができた。
⑵課題
今後，小中連携が進む中で，学年を越え
た交流が求められる。小学生と中学生が同
じ目的に向かってつくりあげる活動や，中
学生が小学生に教える場面を取り入れるな
ど，小中連携を意識した実践を重ねていく
必要がある。
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１　はじめに
県教育委員会では，学習指導要領や県の
施策等に基づき，千葉県としての指導の重
点を明確にするとともに，学校教育が適切
に行われるよう，毎年度内容を見直して学
校教育指導の指針を作成し，県内公立学校
の教職員に配付している。平成29年度学校
教育指導の指針は，第２期千葉県教育振興
基本計画「新　みんなで取り組む『教育立
県ちば』プラン」や最新の施策との整合性
を確認し，本県教育の現状や課題及び前年
度版の内容について各校種の抽出校を対象
にしたアンケートの結果等を参考にし，さ
らに，次期学習指導要領の方向性も踏まえ，
作成した。

２　平成 29年度学校教育指導の指針
平成 29 年度版では，平成 28 年度版と同
様に「生きる力」の育成が図られるよう「言
語活動と体験活動の充実」を中核に，５つ
の重点取組を掲げている。

表紙のデザインは，「地域とともに歩む   
学校づくり」を土台として，「言語活動と    
体験活動の充実」により，発達の段階に応
じた「キャリア教育」を推進し，「確かな学
力」，「豊かな心」，「健やかな体」を育むこと
で，「生きる力」の育成を図ることを段階的
に示している。

また，それぞれの重点取組には具体的な　
内容を示した重点項目を配し，リーフレッ
ト内面には重点項目ごとに県の施策等の具
体的な取組内容を示しており，各学校で活
用しやすいよう構成している。

３　平成 29年度の主な変更点
⑴ 学校 ( 園 ) 経営・教育課程
「カリキュラム・マネジメントの実施」を
括弧書きで追加した。教育課程や指導方法
等を不断に見直すことにより，学校教育の
さらなる改善・充実を図るようにした。（全
校種）
⑵学習活動
「主体的・対話的で深い学び」を追加し，
授業改善に向けた取組を進めていくように  
した。学びの質は，主体的に学ぶことの意
味と自分の人生や社会の在り方を結び付け
たり，多様な人との対話で考えを広げたり，   
各教科等で身に付けた資質・能力を様々な  
課題の解決に生かすよう学びを深めたりす
ることによって高まると考えられる。

⑶道徳教育
発達の段階に応じ，答えが一つではない  
道徳的な課題を自分自身の問題として捉
え，向き合う「考え，議論する道徳」へと
授業の質的転換を図るようにした。

平成 29年度学校教育指導の指針について
県教育庁教育振興部指導課

・ 人生を拓く「確かな学力」を育む
・ 思いやりのある「豊かな心」を育む
・ 活力にあふれる「健やかな体」を育む
・ 発達の段階に応じた「キャリア教育」を
進める

・ 「地域とともに歩む学校づくり」を進める

・ 体験的な学習や問題解決的な学習に一層
取り組み，習得・活用・探究の学習プロ
セスや主体的・対話的で深い学びの実現
を目指す。( 小中 )

・ 体験的な学習や問題解決的な学習に一層
取り組み，主体的・対話的で深い学びの
実現を目指す。（高）



⑷政治的教養を育む教育
平成27年 6月に公職選挙法等の一部を改
正する法律が成立し，公布された。選挙権年
齢や国民投票権年齢が18歳以上に引き下げ
られることに対応し，高等学校等における政
治的教養を育む教育を充実させるとともに，
政治的活動等に対する適切な生徒指導を実施
する必要がある。このため，新たに項目立て
をし，政治的教養を育む教育の推進を図るこ
ととした。(高特 )

⑸総合的な学習の時間　
総合的な学習の時間における課題の一つ 
として，探究のプロセスの中でも，「整理・   
分析」「まとめ・表現」に対する取組が十分
でないことが挙げられている。探究のプロ
セス (課題設定→情報収集→整理・分析→ま
とめ・表現 )をしっかりと意識した取組が必
要であるため，深まりのある探究活動を目
指すこととした。

⑹体育・健康・安全教育
食に関する指導に関し，平成28年 12月に
策定された「第3次千葉県食育推進計画」に
基づいた内容に変更し，食育の推進を図るよ
うにした。

４　裏表紙の掲載資料
「千葉県の教育の振興に関する大綱」（概要）
「第２期千葉県教育振興基本計画」（概要）を
引き続き掲載し，その他の施策等については
名称を掲載し，インターネット検索の表示と
している。

５　説明資料
平成29年度学校教育指導の指針の各項目
について具体的に説明した資料は，千葉県  
教育委員会ホームページに掲載されている。
内容の詳細については，説明資料を熟読の上，
本指針を各学校で活用していただきたい。
千葉県教育委員会ホームページ

・ 公開授業研究会への参加や校内における
相互授業参観等を通じて，「考え，議論す
る道徳」を意識した指導方法の工夫・改
善を図る。（小中）

・ 「考え，議論する道徳」を意識しながら，
公開授業研究会への参加や校内における
相互授業参観等の実施を通じて，道徳の
授業の質を高める。（高）

・ 国家・社会の形成者としての資質や能力
を育むため，民主主義の意義，政治や   
選挙の理解に加えて，国で作成した副教
材・指導資料を活用しつつ，生徒が有権
者として自らの判断で権利を行使できる
よう，具体的かつ実践的な指導を行う。

・ 校長を中心に学校として指導のねらいを
明確にし，系統的，計画的な指導計画を
立てて実施するとともに，校内研修を実
施するなど教員の資質向上を図る。

・ 地域の教育資源を積極的に活用するとと
もに，探究のプロセスを意識し，協同的
な取組を通して，よりよく問題を解決す
る力を育てる。( 小中特 )

・ 地域の教育資源を積極的に活用するとと
もに，探究のプロセスを意識して，より
よく問題を解決する力を育てる。( 高 )

・ 食に関する指導の全体計画の作成・見直
しを行い，学校教育活動全体で計画的・
継続的・組織的な指導の工夫改善に努め
る。( 小中特 )

・ 食に関する指導を教育課程に位置づけ，
全体計画の作成・見直しを行い，関係   
教科等を中心に学校教育活動全体で
計画的・継続的・組織的な食育の推進に
努める。( 高 )

ちば　指導の指針 検索



１　高等学校における「通級による指導」
の制度化について
平成 28 年 12 月に学校教育法施行規則及
び文部科学省告示が改正され，平成 30 年
度から高等学校における「通級による指導」
が制度化されます。このことに関して，国
は以前から準備を進めてきており，「個々
の能力・才能を伸ばす特別支援教育事業」
では，高等学校における「通級による指導」
の導入に向けた，指導内容・方法の研究・
開発を行ってきました。
本県もこの事業を受け，平成 26 年度～
平成 28 年度の３年間，県立佐原高等学校
と県立幕張総合高等学校の２校をモデル校
として，高等学校における「特別の教育課
程」（自立活動）の編成に関する研究を実
施しました。
このモデル校における研究成果や，本県
がこれまで取り組んできた小・中学校にお
ける「通級による指導」の実績をもとに，
平成 29 年度から，高等学校における「通
級による指導」の実施準備を進めていく予
定です。

２　「通級による指導」とは
「通級による指導」とは，通常の学級に
在籍している障害のある児童生徒に対し
て，ほとんどの授業を通常の学級で行いな
がら，障害に応じた特別の指導を「通級指
導教室」といった特別な場で受ける指導形
態のことです。特別の指導については，自
立活動の内容を取り入れるなどして，個々
の児童生徒の障害の状況に応じた具体的な
目標や内容を定めて指導を行うこととなり
ます。
小・中学校においては，平成５年度から
制度化されました。当該指導を受けている
児童生徒数は年々増加し，本県では，平成
28 年５月１日現在，小・中学校合わせて 
5,153 人の児童生徒が「通級による指導」
を受けています。

「通級による指導」の実施にあたっては，
校内全ての職員の特別支援教育への理解と
協力が不可欠です。そのため，理解促進に
向けた研修会等の開催を計画しています。

３　高等学校における「通級による指導」
の考え方
本県では，これまで全国に先駆けて肢体
不自由や病弱の児童生徒に対して特別支援
学校からの「通級による指導」を行うなど，
小・中学校における「通級による指導」の
取組を充実してきました。高等学校におけ
る「通級による指導」の基本的な考え方は，
小・中学校と同様とされており，高等学校
における「通級による指導」では，これま
で積み重ねてきた小・中学校の実践から得
た専門性やネットワークを活かしていくこ
とがポイントとなります。その上で，①教
育課程の編成，②単位による履修・修得，
卒業認定制度，③必履修教科・科目等，④
全日制，定時制及び通信制，といった高等
学校における教育の特徴を十分に踏まえて
制度設計していくことになります。

４　取組の構想
来年度から始まる高等学校における「通
級による指導」の制度化に向けて準備を進
めていきます。今年度は，ワーキングチー
ムを発足し，その中で教育課程の編成，指
導方法，自立活動の内容，校内体制整備等
様々な課題について検討し，平成 30 年度
以降の「通級による指導」の実施方法等の
方向性を示していく予定です。　
今後，高等学校と特別支援学校，関連諸
機関とで連携を図りながら，高等学校にお
ける「通級による指導」のスムーズな実施
と取組の充実を目指していきます。
※ 「自立活動」とは，個々の児童生徒の障害に応じ，
そのが障害による学習上・生活上の困難を改善・
克服することを目的とする指導のことです。

高等学校における「通級による指導」

県教育庁教育振興部特別支援教育課



千葉県では，平成 24 年度に策定された
第 11 次「千葉県体育・スポーツ推進計画」
を見直し，千葉県スポーツ推進審議会の審
議をもとに，第 12 次「千葉県体育・スポー
ツ推進計画」を策定しました。本計画は５
年に１回見直され，昭和 37 年からスター
トしたものです。本計画は平成 29 年４月
に策定されました。平成 29 年度から 33 年
度の５年間の計画です。
○基本理念

「千葉県体育・スポーツ推進計画」は，
これからの本県の体育・スポーツのある
べき姿を展望し，「全ての県民が多面に
わたるスポーツの価値を基盤にしなが
ら，健康で活力ある生活を送り，互いに
支え合う『スポーツ立県ちば』」の一層
の推進を目指すものです。
この施策として

・ リンク A「子どもの体力向上と学校体育
活動の充実」

・ リンク B「運動・スポーツを楽しむため
の健康・体力づくり」

・ リンクC「スポーツ環境の整備」
・ リンクD「競技力の向上」
・ リンク E「東京オリンピック・パラリン
ピックを契機としたスポーツの推進」

・ リンク F「スポーツによる地域づくりの
推進」の６つとしました。
そして，この６つの施策は，それぞれが
独立して行われるものではなく，お互いに
関連し合い連携していることから「リンク」
と表記しました。
また，本計画を策定するに当たり，第 11
次推進計画を踏まえ，次の３点を特徴とし
ています。
・ 超高齢社会に備えた体育・スポーツの推進
・ 障害者の体育・スポーツの推進
・ オリンピック・パラリンピックのアクショ
ンとレガシー

第 12次「千葉県体育・スポーツ推進計画」

県教育庁教育振興部体育課



１　はじめに
急速に進むグローバル化や社会が多様化
する中で，私たち教員は学校が抱える様々
な課題に対応しながら，新たな学びを展開
できる実践的な指導力を身に付けることが
必要であり，そのためには研修の充実は不
可欠である。
本研究では，研修の成果が反映されやす
く，学びの成果を実感しやすい校内研修に
目を向け，その充実と活性化を目指し，参
加・体験型校内研修の手法やツールを紹介
するためのガイドブックを作成した。
ガイドブックは平成 29 年３月に県内各
学校に配付した。以下，研究及びガイドブッ
クの一端を紹介する。

２ 「参加・体験型研修」について
ガイドブックの作成に当たり，「参加・
体験型研修」を以下のように捉えた。
⑴定義
「ワークショップを通して参加者が主体
的に学び合う研修」
＊ワークショップとは
　”参加者が意見交換や協働作業を通して
　　相互に学び合う学習の場やスタイル”

⑵特徴
・ 参加者が主体的に参加し，関わる。
・ グループでの協働作業・体験・対話等
が活動の中心である。

・ 創造と学習の場である。
・ 付箋，ワークシート，模造紙等を用い
て表現する機会を多く取り入れてい
る。

⑶メリットとデメリット
〔メリット〕
・ 参加者自身が動き，考え話し合うこと

で進行するため，能動的になる。
・ 協働作業，共通理解を通して職員の協
働性，同僚性が向上する。

・ 個々の知識・体験・技能が生かされや
すく，自己有用感が高まる。

〔デメリット〕
・ 講義形式に比べ，伝えられる情報・知
識が少ない。

・ 講義形式に比べ，運営や進行がコント
ロールしづらい。

３　ガイドブックについて
⑴作成の基本方針
・ 「アクティブ・ラーニ
ング」の視点に立っ
た研修。

・ 学校にとって実用的
で使いやすい内容。

・ 見やすく，わかりや
すいデザイン。

・ 授業や先生方の会議
などにも使える汎用性。

⑵構成
①第１章「参加・体験型研修の基本」
 参加・体験型研修の定義や特徴，基本的
な考え方，ポイント等を示した。
②第２章「目的に応じた手法・ツール」
 14 種類の手法・ツールを６つの目的〈ア
イデアを生み出す〉〈まとめる・整理す
る〉〈実践につなげる〉〈事例を共有し分
析・検討する〉〈体験する〉〈場を和らげる〉
に分類して紹介した。

（ア）紹介している手法・ツール
「ブレインストーミング」「ブレインライ
ティング」「カードＢＳ法」「マンダラ」
「フィッシュボーン」「マトリックス」「Ｋ

体験型校内研修ガイドブック「すぐに使える校内研修の手法とツール」

県総合教育センターカリキュラム開発部研究開発担当



Ｊ法の要素を取り入れた分類」「概念化
シート」「ベン図」「５Ｗ１Ｈ」「拡大シー
ト法」「インシデントプロセス法」「ロー
ルプレイング」「アイスブレイク」

【第２章のページの紹介】

③第３章「研修テーマに応じた活動と手法・　
ツール」
 問題解決のための基本的な活動例を２
つ，学校でよく行われそうなもの，是非
実践してほしいものを６つ，数種類の手
法・ツール例とともに例示した。

（イ）例示している研修活動例
「○○について考える」「○○するには」
「授業実践後の授業力向上に向けた研究
協議」「全体計画の見直し・年間指導計
画の見直し」「本校の現状」「不登校の対
応」「問題行動の要因」「保護者・地域住
民からの相談や要望等の対応」

【第３章のページの紹介】

４　おわりに
ガイドブックを校内研修だけでなく，授
業や会議等に幅広く活用していただくこと
で，先生方そして子どもたちの資質・能力
向上の一助となれば幸いである。

※詳しくは，県総合教育センターのホー　
ムページを御覧ください。

＊文字を減らし，写真や図表を多くすること
で，簡単で見やすいレイアウトとした。

＊流れを図式化するとともに，テーマの例
や手法・ツールを複数示し，自由な発想で
実施できるようにした



新学習指導要領の改訂の基本
3 月 31 日に次期学習指導要領が告示され
た。
これによって小学校は 2020 年度から，
中学校は 2021 年度からの教育課程が決定
したが，すぐに移行期間が始まるのではな
く 2017 年度は「周知・徹底」とされている。
むしろ学校や教師は積極的に「理解・徹底」
することを重視したい。
今回の改訂は，特に中学校が教科等とも
学習内容や授業時数の大幅な増加はない。
現行と全く同じである。小学校は英語関係
が増えるのみであるが，モジュールを考え
るなどやりくりが大変である。
何が大きく変わるのであろうか。
2020 年の完全実施に向けた次期教育課
程について理解するためには，『要領』の
改訂のみでなく，中教審『答申』を併せて
読み解くことが大切であって，その意味で
2014 年に文科大臣が中教審に『諮問』した
内容を振り返って考えてみる必要がある。
その『諮問』の冒頭で「今の子供たちが
成人するころの社会は，グローバル化の進
展や技術革新等により，社会構造や雇用関
係は大きく変化」するという予測から始
まっている。つまり，子供が成人したとき，
どのような「力」を持つことが重要なのか，
その「力」を学校教育でどう身に付けられ
るか，を次期教育課程で示してほしいとい
う期待があった。
「子供は未来からの留学生」なのである。
そのことの理解が基本となる。
その意味で，次期教育課程はこれまでと
違ってかなり革新性があると考えるべきで

ある。
例えば，学力を３つの柱として，「知識
及び技能の習得」「思考力・判断力・表現
力等の育成」「学びに向かう力・人間性等
の涵養」が示されたが，このような学力の
形成は，未来志向として学校教育が十分に
取り組むべきことが期待されている。
周知のように，学習指導要領は 10 年ご
とに改訂されてきたが，その改訂に合わせ
て教育の目指す理念が示されてきた。例え
ば，1980 年代の自己教育力，2000 年代の
確かな学力観がみられる。ただ，それらの
理念は，教育の在り方として示されていて
も，将来的な子供の成長に向けてどう形成
するかはあまり明瞭ではなかった。
それに対して次期教育課程は，「学びに
向かう力」の獲得を小学校段階からきちん
と身に付けることが意図されている。また，
そのための手立てとして，「何ができるよ
うになるか」「何を学ぶか」「どのように学
ぶか」などを具体的に示そうとしていると
言える。

主体的・対話的で深い学び
子供個々が「学びに向かう力」を身に付
けるためには，教師が一方的に知識等を与
える授業展開は効果がない。子供自身が自
ら学ぼうとする意思を持ち，課題に主体的
に取り組み，仲間と協働しながら，課題追
究することが基本である。
そのための基本的な学びを「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
として『要領』が示している。重要なこと
は，「子供が各教科等の特質に応じた見方・
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教育創造研究センター所長

次期教育課程の「理解・徹底」を



考え方を働かせながら，知識を相互に関連
付けてより深く理解したり，情報を精査し
て考えを形成したり，問題を見いだして解
決策を考えたり，思いや考えを基に創造し
たりすることに向かう過程を重視した学習
の充実を図ること」を日常的に積み重ねる
ことである。
そこで重要になるのがカリキュラム・マ
ネジメント（CM）である。例えば単元の
指導過程で，どうすれば子供が主体的・対
話的で深い学びを体得できるか，教師個々
のCM力が問われるようになる。
さらに，教科等の関連を考え，言語能力
の形成，情報活用能力，問題解決能力の育
成や体験活動などにも力を入れるだけでな
く，実社会や実生活に関連した学びを取り
入れたい。
ただ，今回の改訂は学習内容が現行と変
わらず，授業を丁寧に行うと時数が不足す
る懸念が大きい。CMをどう適切に組み立
てるか，そのことが極めて重要になる。

学校体制としてどう取り組むか
次期教育課程の理解・徹底への取組は，
当然学校全体での取組を必要とする。今年
度は「理解・徹底」として学校体制を早急
に構築すべきである。その理由は，次期教
育課程の理解・徹底を手掛かりにして学校
内部を「学習する教員組織」にまとめあげ
るためである。
これまでも校内研修として月に一回程度
授業研究を行ってきた学校は多いと考える
が，学校の教育課程を共通実践するために
は，統合されたビジョンに向けた認識の共
有と，教員相互コミュニケーションと協働
体制が必要である。
ただ，従来から指摘されているように，

『答申』や『要領』を読まない，読んでも
よく理解しない教員がかなりいる。また，
ある程度教育が変わるとする認識があって

も，2020 年度の完全実施はまだ先だと考え
る教員もいる。最も大きな課題は，多忙化
で協議の時間が十分とれないことである。
そこで理解・徹底のための工夫が必要であ
る。月 1回程度の協議の時間，また長期休
業中を活用して協議の時間を設定する。ス
ケジュールを確立するなど少ない協議の時
間を有効に活用する。
ただ，次期教育課程の理解・徹底と言っ
ても，どこから始めるか，テーマを絞り込
むことが難しいであろう。そこで最初は大
雑把に考えて，学校教育の何がどう変わる
か，自由討論などからスタートする。また，
逆には「主体的・対話的で深い学び」とい
う授業に直結する具体的な問題からスター
トするのでもよい。あるいは，研究部が課
題をいくつか選択してテーマとして提示
し，そこから協議を始めるのでもよい。た
だし，理解・徹底を急がない。
つまり，そうしたやや曖昧な取組はス
タート段階のみである。全員で話合いする
ことで，それぞれが何を課題と考えている
かが明らかになる。それを整理することで，
自校の課題意識が明瞭になり，どのような
ステップで協議を続けるか，取組のスケ
ジュールが立てやすくなる。また，教職員
の参画意識を高めやすい。
なぜ，このようなステップを踏むかと言
えば，組織の活性化にとって必要な条件は，
①組織として統合された課題（ビジョンや
目標）を持つこと，
②そのためのコミュニケーションを活発に
すること，
③協働で取り組む参画意識を高める，
という３つの要素が必要だからである。そ
のことが実施されて，共通認識や共通実践
が生まれ，学習する組織が形成されるから
である。教育は変わる，学校や教師も変わ
る土台づくりを大切にしたい。



１　はじめに（本校の現状）
「やさしいこころでかしこくたくましく」
これは，本校の目指す児童像である。本校
では，「やさしいこころ」を教育活動の柱
として考えているため，生徒指導も「注意
する生徒指導」ではなく「育てる生徒指導」
を全職員が心掛けて行っている。

２　昨年度の取組
⑴明るいあいさつ，元気な返事
これは，昨年度の重点目標としたため，
４月の学校生活目標に設定した。６年生
では，年度が始まって２か月間，生活目標
に対する実行委員を設けて取組を行った。
日々の声かけに加え，一日の最後に実行委
員が各学級で振り返りを行い，その結果を
全児童が見ることができる「表」に記入し
た。そうすることで生活目標を意識するだ
けでなく，最高学年としての責任感も育む
ことができた。
また，例年計画委員が取り組んでいるあ
いさつ運動を全児童が行えるように計画し
た。
児童はあいさつ運動を自らが行う立場に
立った時，元気にあいさつを返してくれて
「うれしい」と感じたり，あいさつを返し
てくれなくて「悲しい」と感じたりする。
それがあいさつの大切さに気付くきっかけ
となり，その後のあいさつを行う姿勢に繋
がっていった。
⑵黙って一生懸命に掃除をする
２年前から取り組んでいる目標である
が，なかなか身に付かないという課題が
あった。そこで昨年度は４月当初に「職員
間で清掃の仕方を共通理解する」「４月中
に掃除の仕方を徹底的に指導する」「清掃
用具の保管，片付け場所を明確にする」と

いった清掃活動を行うための「環境面」を
整えることを大切にした。
また，美化委員会と協力して毎日学級
で「黙って一生懸命に掃除ができた子」を
チェックし，その人数を「表」に記入して
点検していく「振り返り活動」も行った。
全学級が目に見える形で振り返りを行うこ
とで，黙って掃除をする児童は飛躍的に増
えていった。
⑶全校朝会での「ピカッとさん」の発表
本校では毎月の生活目標を月初めの全校
朝会で紹介している。その際に生活目標に
対して具体的に頑張ること（取り組むこと）
を児童にわかりやすく伝えるために，教員
が寸劇を行ったり，提示資料を用意したり
して工夫して行っている。全児童に同じよ
うに伝えることで，どの職員も学年を隔て
て指導をしたり，称賛をしたりすることが
できた。
また，全校朝会ではその他に「先月のピ
カッとさん」として生活目標を達成できた
児童をその場に立たせ，全児童の前で称賛
するようにしている。高学年の児童が全児
童の前で称賛されることで，リーダーとし
ての意識が強まったり，他学年の意欲も
高まったりして，より良い学校作りへと繋
がっていった。

３　終わりに
「当たり前のことを当たり前のようにで
きるようになる」ためには，児童自らが「な
ぜしなければいけないのか」「なぜしては
いけないのか」ということを考え，気付く
ことが大切である。本年度もこの「気付き」
を大切にして，「やさしいこころ」で「育
てる生徒指導」を心掛けていきたい。

市川市立市川小学校教諭 吉
よしだ

田　　航
わたる

「やさしいこころ」で「育てる生徒指導」



文化財めぐりと聞くと，寺社や仏像をめぐ
るツアーを思い浮かべる人も多いと思うが，
今回は周囲を海に囲まれた，房総半島ならで
はの「海の幸」にまつわる文化財を紹介しよ
う。

房総半島の「海の幸」にまつわる文化財
を語る上で外すことのできないのが，世界一
の規模を有する貝塚群である。約 5000 年前，
東京湾には広大な干潟が形成され，黒潮と親
潮のもたらす恵みも相まって，房総半島の周
囲には豊富な魚介類が生息する環境が形成さ
れ，この豊かな海の幸を利用していた人々の
暮らしの痕跡は，貝塚の中に今でもはっきり
と残されている。貝塚には食料として利用し
た貝類や魚，獣の骨はもちろんのこと，縄文
土器や矢じり，石斧などの道具や，建物，墓
の跡など，様々な生活の痕跡が残されている。
千葉市にある加曽利貝塚は世界有数の規模を
ほこり，約 5000 年前から約 3000 年前までの

貝塚が良好な状態
で保存され，国の
史跡に指定されて
いる。貝塚からの
出土品や当時の生
活の様子は，隣
接する加曽利貝

塚博物館で詳しく知ることができる。
縄文時代より続く房総半島の豊かな海は，

江戸時代になると漁業を通じて重要な食糧供
給源として利用されるようになった。人口の
増加に伴い，東京湾から内房，外房，九十九
里へと漁業は発展し，房総半島は水産資源の

一大供給地となっていったのである。特に，
紀州で生まれた地曳網漁が九十九里に伝えら
れると，イワシ漁の手法として大きく発展し
ていった。豊かな海で捕られた大量の鰯は

「干
ほ し か

鰯」という肥料に加工された上で出荷さ
れ当時の農業を
支えてきたので
ある。現在でも，
九十九里浜や外
房 の 一 部 で は，
江戸時代から続
く地曳網漁の体
験をすることが
できる。

房総半島の海の幸は，漁業資源としてだ
けでなく娯楽の対象としても重要であった。
ゴールデンウィークが近づくと内房地域でに
ぎわいを見せる「潮干狩り」は，平安時代か
らすでに娯楽として楽しまれており，江戸時
代には更に人気の娯楽として庶民の間に広
まった。

このほかにも，「汐ふみ」などと呼ばれる
海や浜に神輿を乗り入れる壮大な祭りや，「鯨
のたれ」，「なめろう」といった房総半島なら
ではの海の幸を活かした郷土料理など，海の
幸にまつわる文化は県内に数多く存在する。

我々の生活とともに縄文時代から今日ま
で受け継がれてきた房総半島の海の幸にまつ
わる数々の文化をめぐりつつ，海の幸を味わ
い尽くす一日を過ごしてみてはいかがだろう
か。

 加曽利貝塚の貝層断面観察施設
＜千葉市教育委員会提供＞

房総半島文化財めぐり
～千葉県が誇る「海の幸」文化～

千葉歴史の散歩道

地曳網絵馬
＜いすみ市教育委員会提供＞

文化財課指定文化財班・文化財主事　水
み ず の

野　大
た い き

樹
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